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市民の皆さんの夢のある子育て支援のアイデアを募集します。
採用されたアイデアには最大 10 万円の奨励金を交付し、提案者の
方にはそのアイデアを実際に実施していただきます。企業も対象に
加えた昨年度は 14 件のアイデアが実施されました。個人や団体、
企業を問わず、さまざまな皆さんからのご応募をお待ちしています。

申し込み・問い合わせ　子ども政策課　電話 24-1111

対 象 者　次のいずれかに該当する人や法人など
❶佐世保市民
❷市内に勤務または通学している人
❸主たる活動の場が市内で市民 2 人以上で構成

された団体（ボランティア活動団体など）
❹市内に事業所がある民間法人（中小企業基本法

第 2 条第 1 項の範囲内）
募集内容　地域社会全体で子育て世代を支えていく気運の醸

成を図るアイデアや子育て世代がより心地よく過
ごすことができるようになるアイデアなど（来年
3 月末までに実施できる内容に限ります）

募集期間　5 月上旬～ 6 月 28 日（金）
奨 励 金　アイデア 1 件につき最大 10 万円
応募方法　応募様式（子ども政策課で配布、市 HP からダウ

ンロード可）に必要事項を記入し、子ども政策
課に持参か郵送（〒 857-0042 佐世保市高砂町
5-1、6 月 28 日㊎必着）で提出してください

平成 30年度に実施した子育て支援事業
⃝こどもとおとなのための SASEBO MUSIC
　PICNIC 2018
⃝まま＆キッズサロン
⃝子育て情報誌「シアワセ jikan vol.2」刊行
⃝みんなで蒔こう！おはなしの種
⃝「心地よい居場所」を支えるボランティア研修
⃝にじいろの屋根 てらこやカフェ
⃝身近なものであそんじゃお♪～えほん de あそぼ～
⃝シンママ会
⃝子ども手作りワークショップ
⃝大人の保育園 in もくもく
⃝親子で楽しむ農業体験 in わらびの里
⃝子育てママのためのマネー講座
⃝健康な食生活を送るための講話
⃝ママと子どものかけこみ寺

子育て支援
アイデア大募集！

奨励金

10万円 !
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P10 イベント情報　P11 施設だより　P12 佐世保公園「レクリエーション交流
広場」が完成 !　P13 市政通信（市職員採用試験など）　P16 市バス 最終日、最終便　
P18 市政功労者表彰、文化スポーツ特別賞表彰　P20 お便り　P21 地区自治協議会、
レシピ　P22 暮らしの情報　P26 健康と福祉　P30 シリーズ九十九島と歴史遺産、
佐世保港クルーズ船寄港情報（5 月）　P31 市長日記 、徳育通信など

※写真は市民の憩いの場となっている春の中央公園（4 月 4 日撮影）
P20

ジェニュインの
焼き菓子セット

プレゼント !

防災行政無線テレホンガイド  ☎ 0180-999-987
防災行政無線で放送された内容を聞くことができます

（通話料がかかります）
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「名切地区」の定義
中央公園から旧花園中学校跡地に至
るエリアには、市立図書館や県立武
道館、県立弓道場、旧市民会館など
が連続して立地し、宮地町、熊野町、
谷郷町、祇園町、名切町、八幡町、
花園町にまたがる面積約 17.2 ヘク
タールの公有地となっています。こ
の中央公園を中心とした一帯が一般
的に「名切」または「名切谷」と呼称
されていることから、本構想の対象
とするエリアを「名切地区」と定義
しているものです。

本市の８つのリーディングプロジェ
クトのうちの一つである「名切地区
再整備事業」。現在、中央公園から
旧花園中学校に至る一帯の土地利用
について基本的な方針を定めた「名
切地区まちづくり構想」に基づき、
公共施設のリニューアルや跡地活用
に取り組んでいます。今回の特集で
は、佐世保を象徴する場所として

「憩い」と「交流」の創出を目指すこ
の構想の概要や本年度に事業者公募
に着手する中央公園のリニューアル
事業、名切地区の歴史などについて
お知らせします。

老朽化した施設のリニューアルや用
途を廃止した施設の跡地の利活用な
ど個々の施設の再整備のあり方を検
討し、中心市街地に位置する貴重な
公有地であるこのエリアが市民の憩
いの場として、また、これから本市
の教育・文化・スポーツなどを振興
する場として、その役割を十分に発
揮できるよう、地区全体の土地利用
の方針などを定めたもの。平成 29
年 1 月に策定。

名切地区
まちづくり構想（全文）

名切地区まちづくり構想
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く
り



る
た
め
に
、
市
内
の
小
中
学
校
や
高
校
、
一
般
市

民
を
対
象
と
し
て
名
切
谷
中
央
公
園
計
画
の
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
５
０
０
点

を
超
え
る
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
作
品
は

公
園
設
計
の
参
考
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
の
設
計
に
は
、
憩
い
の
森
や
水
辺
の

散
策
道
、
噴
水
や
ナ
イ
タ
ー
施
設
等
と
併
せ
て
、

当
時
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
自
動
車
事

故
を
防
ぎ
、
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
場
と
し
て
交
通

公
園
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
、「
光
・
緑
・
水
い
っ

ぱ
い
の
中
央
公
園
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、

市
民
の
夢
と
希
望
に
満
ち
た
佐
世
保
市
百
年
の
大

計
と
な
る
も
の
と
し
て
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
オ
ー
プ
ン
し
た
中
央

公
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
手
に
よ
っ
て
空
襲

犠
牲
者
の
慰
霊
塔
な
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
た
り
、
多
く
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
り
し

て
お
り
、
こ
の
公
園
が
現
在
ま
で
市
民
に
親
し
ま

れ
、
市
民
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
３
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
世
保
支
局
の

元
町
へ
の
移
転
に
伴
い
、
本
市
は
局
舎
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
建
物
を
子
育
て
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
な
ど
新
し
い
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施

設
と
し
て
暫
定
的
に
利
用
す
る
た
め
改
修
を
行

い
、
平
成
８
年
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
完
成
し
、
長
年
市
民
に
親

し
ま
れ
て
き
た
名
切
地
区
内
の
各
公
共
施
設
も
施

設
再
編
と
経
年
劣
化
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
に
児

童
文
化
館
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
24

年
度
に
花
園
中
学
校
が
中
学
校
と
し
て
の
利
用
を

終
了
し
、
27
年
度
に
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
、

28
年
度
に
は
市
民
会
館
が
廃
止
と
な
る
な
ど
、
そ

の
多
く
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

　　
明
治
22
年
に
佐
世
保
に
海
軍
鎮
守
府
が
設
置
さ

れ
て
以
来
、
佐
世
保
市
の
人
口
は
増
加
を
続
け
ま

し
た
。
市
街
地
は
都
市
計
画
の
区
域
外
へ
と
拡
大

し
、
佐
世
保
川
、
名
切
川
、
小
佐
世
保
川
な
ど
の

谷
筋
に
沿
っ
て
住
宅
地
が
伸
び
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
段
々
畑
へ
の
小
路
は
住
宅
地
の
道
路
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
名
切
地
区
は
海
軍

施
設
地
区
と
佐
世
保
川
を
隔
て
た
市
の
中
心
部
に

位
置
し
て
お
り
、
北
は
山
手
町
の
住
宅
街
、
南
は

三
ヶ
町
・
四
ヶ
町
の
商
店
街
に
連
な
り
、
戦
前
は

住
宅
・
商
店
街
、
公
設
市
場
な
ど
が
栄
え
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
昭
和
20
年
６
月

の
佐
世
保
大
空
襲
で
一
面
の
焼
け
野
原
と
な
っ
た

名
切
地
区
は
、
終
戦
後
、
米
軍
に
接
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、「
Ｄ
ド
ラ
ゴ
ン

Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ 

Ｇ
ガ
ル
チ

Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ｈ（
龍

の
谷
）」と
呼
ば
れ
、
主
に
将
校
向
け
の
住
宅
地

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
当
時
の
市
民
は

市
内
一
等
地
の
喪
失
を
嘆
く
一
方
で
、
整
然
と
並

ん
だ
真
っ
白
な
建
物
や
広
い
庭
に
憧
れ
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
終
戦
後
の
復
興
が
進
み
、
市
内
の
人
口
増
加
に

伴
い
、
昭
和
32
年
に
花
園
中
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
34
年
に
は
、
当
時
、
市
立
と

し
て
九
州
一
の
規
模
を
誇
っ
た
図
書
館
が
、
昭
和

37
年
に
は
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
の「
夢

と
英
知
」を
育
む
場
と
し
て
の
児
童
文
化

館
と
、
市
民
の
文
化
向
上
と
発
展
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
市
民
会
館

が
相
次
い
で
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
教
育
・
文
化
施
設
が
急
速
に
集
積

し
た
名
切
地
区
で
し
た
が
、
一
方
で
は
、
著
し
い

都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、「
都
市
に
緑
を
」と
い

う
市
民
の
声
が
大
き
く
な
り
、
憩
い
の
場
と
し
て

の
役
割
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
を
受
け
、
昭
和
39
年
、
辻
一
三
市
長
は
池
田

勇
人
総
理
大
臣
に
対
し
、
名
切
谷
米
軍
住
宅
地
区

の
移
転
に
つ
い
て
の
陳
述
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
名
切
地
区
を「
市
民
の
公
園
」と
す
る
た

め
に
土
地
返
還
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
申
し
立
て

を
行
っ
た
も
の
で
、
そ
の
文
面
に
は「（
名
切
谷

米
軍
住
宅
地
区
は
）都
心
部
に
お
け
る
数
少
な
い

平
坦
地
の
一
つ
で
あ
り
、
佐
世
保
市
都
市
計
画
の

土
地
利
用
計
画
上
、
当
住
宅
地
区
周
辺
一
帯
は
、

将
来
、
市
民
の
教
養
・
体
育
・
憩
い
の
場
と
な
る

公
園
を
設
け
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
と

想
定
さ
れ
る
」と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
日
米
合
同
委
員
会
施
設
特
別
委
員
会
は

「
跡
地
を
公
園
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
移
転
は
可
能

で
あ
る
」と
い
う
認
識
を
示
し
、
こ
の
地
区
の
日

本
へ
の
返
還
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
、
市
は
名
切
地
区
を
市
民
総
参
加
の

「
市
民
が
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の
公
園
」と
す

米
軍
の
居
住
地
だ
っ
た
名
切
地
区

名
切
地
区
の
日
本
返
還

市
民
が
つ
く
る  

市
民
の
た
め
の
公
園

施
設
再
編
と
経
年
劣
化
に
よ
る
廃
止

海軍鎮守府設置明治 22 年

昭和 20 年 佐世保大空襲

昭和 34 年 図書館完成

昭和 32 年 花園中学校開校

昭和 37 年 児童文化館完成
市民会館完成
中央公園完成
スポーツ広場完成

平成  3 年

昭和 39 年 名切谷米軍住宅地区移転
陳述書を総理大臣に提出

昭和 43 年 名切谷中央公園計画
アイデア募集

NHK 佐世保支局移転

平成  2 年 県立武道館完成

昭和 47 年 交通公園完成

平成  6 年 図書館リニューアルオープン

平成  8 年 ふれあいセンターオープン

平成 23 年 花園中・旭中が統合し
祇園中に

平成 31 年 私立小中一貫校開校

平成 29 年 市民会館閉館

平成 27 年 ふれあいセンター閉館

名切地区の主な施設の変遷など

名切谷米軍住宅地区の街並み

旧市立図書館の外観

交通公園で横断歩道の
渡り方を練習する園児たち

旧
市
立
図
書
館
で
楽
し
そ
う
に
読
書
に

親
し
む
子
ど
も
た
ち

米
軍
住
宅
地
区
の
移
転
を
願
い

　
　
総
理
大
臣
へ
陳
述
書
を
提
出

閉館を記念し市民会館に縁がある多くの皆さんが

参加して開催された「ありがとうコンサート」

0405 広報させぼ　2019.5

平成 22 年 児童文化館閉館



名切地区
まちづくり構想

　近年の名切地区は用途を廃止した公共施設を
多く抱えているほか、中央公園一帯は、スポー
ツ広場や市民会館、児童文化館、交通公園など、
屋内外を問わず幅広い活動の場として広く市民
に親しまれてきましたが、全体として老朽化が
顕著になってきていました。
　このような状況を受け、本市では平成 23 年
度から、中央公園をはじめ、複数の公共施設が
連続する形で集積している旧花園中学校までの
エリアを「名切地区」と定義し、①地勢②法的位
置付け③周辺の土地利用との調和④既存施設・
跡地との調和という 4 つの観点で条件などを整
理し、この地区全体のあり方について検討を始
めました。その検討結果として、名切地区の特
性や役割、課題、ニーズなどを把握し、中長期
的な視点に立った名切地区の将来像を示す「名
切地区まちづくり構想」を平成 29 年 1 月に策
定しました。本構想では、将来像の実現に向け、
地区を４つのゾーンに分け、それぞれの土地利
用や景観形成の方針などをまとめています。

0607 広報させぼ　2019.5
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●
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国道
35号

松浦町

佐世保駅方面

大野方面

名切

私立小中一貫校
（旧花園中学校）

旧市民会館

県立弓道場
県立武道館

旧児童文化館

交通公園

市立図書館

スポーツ広場

名切地区の 4 つのゾーニング
と土地利用の方針

基本構想
佐世保を象徴する場所として

「憩い」と「交流」を創出する拠点づくり
～楽しむ人、楽しめる環境を育てる～

基本方針
❶市民とともにつくる名切地区
❷緑の空間で安らげる名切地区
❸安全で安心して利用できる名切地区
❹多様性を持った名切地区
❺気軽に訪れやすい名切地区
❻新たな拠点としての名切地区

名
切
地
区
全
体
の
課
題
解
決

北
側
の
エ
リ
ア
に
お
け
る
公
共
交
通
に
よ

る
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
や
全
体
の
防
災
・

防
犯
機
能
な
ど
名
切
地
区
の
課
題
等
の
解

決
に
役
立
つ
土
地
利
用
の
検
討

貴
重
な
公
有
地
と
し
て
の
公
益
的
土
地
活
用

都
市
公
園
に
立
地
で
き
な
い
公
益
性
の
高

い
土
地
利
用
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豊かな自然環境の保全と調和
中心市街地における貴重な自然環境と
して、名切地区を特徴づける自然景観
の保全

憩いとアクティビティー空間の形成
起伏に富んだ空間において近隣の都市
公園にはない、街中で自然を感じるこ
とができる空間としての活用

自然レクリエーション ゾーン

中心市街地におけるにぎわいの創出
周辺の文化施設の来訪者の相互利用・
交流を促進する施設や多様なイベント
に対応できる施設の整備など新たな交
流拠点としての土地利用の検討

中心市街地の拠点性の強化
子どもから高齢者まで多様な市民が利
用する交流施設や本市に不足する機能
を持った施設整備の検討

交流・文化 ゾーン
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中央公園

旧花園中学校跡地活用事業　

「名切地区まちづくり構想」に基づく最初
の取り組みとして、平成 29 年度に「旧花
園中学校跡地活用事業」を実施しました。
これは旧花園中学校の跡地について、名
切地区や周辺地域の活性化、そして、広
く本市の地方創生の実現に役立てること
を期待して、民間の活用策を公募したも
のです。２件の応募がありましたが、西
九州させぼ広域都市圏にこれまでなかっ
た機能である「私立小中一貫校」開校の
提案を採用しました。平成 31 年 4 月 8
日に九州文化学園小学校・同学園中学校
が開校し、名切地区に新たなにぎわいが
生まれました。
※写真は開校式・入学式の様子。



0809 広報させぼ　2019.5
特集に関する問い合わせ　政策経営課　☎ 24-1111

対象区域の施設配置計画案と主な施設に求める機能など

実現したい将来像
◦市民に親しまれ、市民が育っていく公園
◦周辺市町を含む都市圏から多くの人が利

用する公園
◦出会いの場となる公園
◦現在の市に不足している機能を備えた公園
◦市を象徴する公園

解決したい課題
◦利用者の減少
◦交通環境の整備

中央公園
リニューアルコンセプト

今ある施設の利用方法などが変わります

交通公園
交通安全教育機能の見直しにより、交通公園を廃止し、新たな
交通安全教育施設としてリニューアルします。ゴーカートコー
スは中央公園の駐車場として再整備します。
・ゴーカートの利用終了時期　令和元年 12 月

図書館駐車場
新たに整備する有料の公園駐車場と管理を一体化し、図書館駐
車場も有料とします。
・工事に伴う利用停止時期　令和 2 年度～令和 3 年度中（※ 1）
・有料化時期　令和 4 年度
・有料化後の料金　最初の 1 時間無料、以降 30 分ごとに 100 円

（最大 12 時間 800 円）
※ 1= 具体的な時期は事業者が決まってから決定します。決定　
　　   次第、本紙や市ホームページなどでお知らせします。

民間提案
施設

民間提案
施設屋内

遊び場

屋外
遊び場

屋外
広場

駐車場
駐車場

噴水広場

駐車場

駐車場

名切

●

旧児童文化館

●

●

市立図書館

スポーツ
広場

●

県立武道館

● 交通公園

◦交通安全の観点から、市
道名切俵町通線の路上駐
車を将来的に再規制する
こととし、既存の路上駐
車分のうち名切地区利用
分を含む約 250 台分を
各施設利用者の利便性に
配慮し分散配置

◦受益者負担の考えに基づ
いて有料化し、既存の市
立図書館駐車場と合わせ
て管理を一体化

駐車場

● = 既存施設= 対象区域

※各施設の配置は
　今後決定します。

Park-PFI 制度（公募設置管理制度）

年度 事業内容

令和元年度 募集要項等の公表
公募、指定管理者の指定

令和 2
　 ～ 3 年度

契約締結、設計・建設・
工事管理期間（約 2 年）

令和 4 年度 公園の供用開始

令和 21 年度 事業（契約）終了

スケジュール（予定）

「中央公園」のリニューアル事業
　本市では、老朽化が進む中央公園について、市民
の皆さんが気軽に遊びに来られるような憩いの場
となるように、また、郊外型の大型店などの影響で
中心市街地から足が遠のいている子育て世代や若
年層を中心とした交流の場となるように、リニュー
アルに向けた取り組みを平成 30 年度から進めてい
ます。
　リニューアルに当たっては、平成 29 年の都市公
園法改正によって創設された「P

パーク

ark- P
ピーエフアイ

F I 制度（公
募設置管理制度）」を用いて民間の柔軟な発想やノ
ウハウを取り入れ、中央公園に新たな価値を創出す
ることとしています。
　また、リニューアルに併せて、本市に不足してい
る機能や課題解決のための施設を導入することと
しています。
　本事業は今年度中に募集要項等を公表し、民間事
業者からの提案を受け、事業者を決定の上、来年度
に契約を締結する予定です。その後約２年間の工事
期間を経て、令和 4 年度に供用を開始することと
しています。
　名切地区再整備事業の進ちょく状況などについ
ては、本紙や市ホームページなどで随時お知らせし
ます。

本年度に事業者公募に着手！

平成 29 年の都市公園法改正で新たに設けら
れた制度。カフェやレストランなど公園利用
者の利便性の向上に役立つ「公募対象公園施
設」の設置と、当該施設から生じる利益を活
用して、全ての公園利用者が利用できる園路、
広場等の「特定公園施設」の整備・改修等を一
体的に行う者を公募により選定する制度のこ
と。都市公園における民間資金を活用した新
たな整備・管理手法として「Park-PFI」と呼
称されています。
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場
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屋内遊び場
遊びを通じて親子が学び・育つ場

◦天候の影響を受けず、遊び体験
を通じて子どもの発育・発達を
促すような魅力的な遊具を備え
た遊び場

◦子ども・子育てを通じ若年層や
子育て世代が集い、つながり合
う場

屋外遊び場

◦中心市街地に残る貴重な緑地や
起伏に富んだ地形を生かし、市
民が身近な自然環境に親しめ、
子どもが自然とのふれあいを通
して育っていける空間

◦屋内遊び場との連携により、市
街地においても親子が多様でア
クティブな遊び方・遊ばせ方を
学ぶことができる場

地形を生かした
アクティビティー空間



施設だより

ヨットセーリング 100 分満足コース

九十九島でのセーリングを楽しんだ後、
九十九島の一つ「松浦島」の入り江に係
留してお菓子付きのティータイムを楽
しむことができる特別コースです。
日程　10 月 27 日㊐までの土・日曜、

祝日（繁忙期を除きます）
対象　4 歳以上
定員　10 人／艇
料金　高校生以上 3,000 円、4 歳～中

学生 1,800 円
※前日 16 時までの予約制 ☎ 28-1999。

逆指名バックヤードツアー
お客さまにガイドをしてほしい飼育ス
タッフを選んでもらい、投票数の多かっ
た上位 2 人が水族館の裏側を案内します
日程　毎月第 3 日曜 11 時、14 時
料金　300 円（入館料が別途必要）
定員　先着 20 人
※各回 1 時間前に受け付け。

カヤックで長尾半島
 ～親子の絆を深めよう～

日程　6 月 1 日㊏ 10 時～ 16 時
　　　※昼食持参。荒天時は中止。
場所　九十九島ビジターセンター集合
対象　小学 3 年生以上の子どもと保護

者のペア
料金　1 組 4,000 円（保険料含む）
定員　10組20人（応募多数の場合抽選）
※申し込み方法など詳しくはお尋ねく

ださい（締め切り 5 月 22 日㊌必着）。

春のローズフェスティバル 2019
西九州有数のバラ園に約 200 品種 900
株のバラが咲き誇ります。さまざまな
イベントをお楽しみください。

日程　5 月 11 日㊏～ 26 日㊐
❶ガイド de ローズ総選挙～ 2019 春～

バラ園を巡りながらスタッフおすす
めのバラを紹介。参加者の中から抽選
でオリジナルのバラ苗をプレゼント。
土・日曜 10 時 30 分、13 時 30 分（約
20分）※雨天中止。

❷バラ園 de 謎解き
土曜 10 時～ 15 時 15 分
※最終受付 14 時 45 分。
※雨天中止。

❸バラと木の実のフォトフレーム作り体験
日曜 10 時～ 15 時
※最終受付 14 時 30 分。

料金　❶❷無料❸ 500 円
　　 ※入園料が別途必要。
※上記の他、バラ苗販売（5 月 3 日㊎

㊗～ 19 日㊐の土・日曜、祝日、10
時～ 16 時）も行います。

森きららガイド

5 月はツキノワグマをガイドします。
日程　5 月 2 日㊍㊡～ 26 日㊐の土・

日曜、祝日
　　　※ 11 時 30 分～ 11 時 45 分。

プラネタリウム
内容　①ポケットモンスター サン &

ムーン プラネタリウム②ユニ
バーサル・ヒーリング③季節の
星座「春」など

　　　※②は 5 月 26 日㊐まで。
料金　高校生以上 310 円、小・中学生

150 円

市民ギャラリー展示会
 ・川上 SEIKO さん写真展
　「中東の人々の暮らし」
　日程　6 月 1 日㊏～ 30 日㊐
 ・ふれんず俳句「器の会」Ⅲ
　日程　6 月 1 日㊏～ 16 日㊐

図書館読み語りボランティア
「おはなしたからばこ」メンバー募集
読み語りに興味があり、毎月第 3・4
日曜のおはなし会と毎週水曜の定例会
に参加できる人を募集します。応募方
法など詳しくはお尋ねください。

早岐茶市
400 年以上の歴史を誇る本市を代表す
る伝統行事です。お茶や海産物など約
300 軒の出店が海岸通りに並びます。
日程　初市＝ 5 月 7 日㊋～ 9 日㊍
　　　中市＝ 5 月 17 日㊎～ 19 日㊐
　　　後市＝ 5 月 27 日㊊～ 29 日㊌
　　　梅市＝ 6 月 7 日㊎～ 9 日㊐
場所　早岐瀬戸周辺
※駐車場に限りがありますので、公共

交通機関をご利用ください。
問早岐商工振興会　☎ 38-1503

第 52 回佐世保市民展
日程　5 月 15 日㊌～ 26 日㊐
場所　島瀬美術センター
問島瀬美術センター　☎ 22-7213

第 12 回佐世保どろんこ収穫祭

市内の農産物直売所 5 店舗が集まり、
新鮮な野菜や果物、草花、農産物加工
品などを特別価格で販売します。
日程　5 月 17 日㊎、18 日㊏
　　　10 時～ 16 時
場所　島瀬公園
問農業畜産課　☎ 24-1111

新茶まつり「世知原じげもん市」
濃厚なうま味と爽やかな香りの世知原
茶。その新茶を中心に地元の農産物や
加工品などを販売します。世知原茶の
おすすめの飲み方などを教わることも
できます。
日程　5 月 25 日㊏ 9 時～ 17 時
　　　5 月 26 日㊐ 9 時～ 16 時
場所　世知原交流広場（小塚岳公園周辺）
問農業畜産課　☎ 24-1111

白岳自然公園　写真撮影会
白岳自然公園の美しい風景などの撮影
会です。撮影した写真は同公園2階ギャ
ラリーで展示します。
日程　5 月 25 日㊏ 10 時～ 15 時
場所　白岳自然公園
料金　無料
問白岳自然公園　☎ 66-9334

景観の日（6 月 1 日）パネル展
「させぼ景観 100 選」のパネル展です。
日程　5 月 27 日㊊～ 6 月 7 日㊎
　　　※閉庁日を除きます。
場所　高砂駐車場連絡通路
問まち整備課　☎ 24-1111

佐世保市中学校体育大会
日程　6 月 8 日㊏～ 10 日㊊
・総合開会式 6 月 8 日㊏ 9 時 30 分～
・水泳競技　 6 月 14 日㊎
場所　総合グラウンド陸上競技場など
問学校保健課　☎ 24-1111

声優朗読劇フォアレーゼン「夏の夜の夢」

佐世保市出身の声優・南里侑香と人気
ゲームのキャラクターを演じている田
丸篤志、廣瀬大介が出演！ 3 人の声優
とチェンバロの名手・中野振一郎によっ
て綴るオリジナル朗読劇です。
日程　5 月 12 日㊐ 14 時開演
場所　大ホール
料金　全席指定、一般 4,500 円、学生

2,500 円

東京混声合唱団　佐世保特別公演
2009 年ブサンソン国際指揮者コン
クールで優勝し、合唱団の音楽監督を
務める山田和樹と、20 歳でクリーヴラ
ンド国際コンクールで優勝し、国内外
の著名なオーケストラとの共演も多い
ピアニスト福間洸太朗を迎え、世界の
歌から日本の抒

じよじようか
情歌までバラエティ豊

かなプログラムでお贈りします。
日程　6 月 9 日㊐ 14 時開演
場所　大ホール
料金　全席指定　S 席 4,500 円、A 席

3,500 円　学生各席 1,000 円
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アジア最大級！ 2,000 品種 130 万本のバラ祭
ことしは場内最大のバラの観賞スポット「グランドローズ
ガーデン」といった人気スポットだけでなく、「ピーターラ
ビットTM のローズガーデン」や約 1kmまでエリアを拡張し
両岸をツルバラが彩る「バラの運河」などが新登場。夜は
ライトアップされた「ナイトローズ」で昼とは違ったバラ
の美しさを堪能できます。1 日中バラを満喫できる初夏の
ハウステンボスへどうぞお越しください。
日程　4 月 27 日㊏～ 6 月 2 日㊐
問ハウステンボス総合案内ナビダイヤル　☎0570-064-110

アルカス SASEBO 公演情報
☎ 42-1111

九十九島パールシーリゾート
☎ 28-4187

九十九島動植物園
☎ 28-0011

市立図書館
☎ 22-5618

今月のおすすめ図書

少年科学館
☎ 23-1517

ほんのきもち
朝吹真理子ほか 著（扶桑社）

「本」ではなく「贈り物」にまつわる
エッセイやショートストーリーを集
めた 1 冊です。16 人の作家さんか
らの心温まる贈り物です。

おどろいた りす
マーガレット・ワイズ・ブラウン 文
戸澤柊 訳 イーラ 写真（文遊社）

リスと猫が一緒に暮らしていました
が、ある日、リスは旅に出ます。リ
スたちが所狭しと本の中を駆け回り
ます。白と黒のコントラストが印象
的な躍動感あふれる写真絵本です。

九十九島ビジターセンター
☎ 28-7919 

南
里
侑
香
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試験日　6 月 23 日（日）　試験会場　長崎国際大学　受付期間　5 月 7 日（火）～ 31 日（金）

※試験案内や申込書は、市役所玄関案内・職員課、中央保健福祉センター玄関案内、各支所、宇久行政センター
で配布します（市ホームページからもダウンロードできます）。

佐世保公園「レクリエーション交流広場」が完成 !

試験職種 採用予定 受験資格

事務職（大学） 10 人程度
平成元年 4 月 2 日以降に生まれ、学校教育法による 4 年制大学またはこれ
と同等と認められる学校を卒業した人か、来年 3 月までに卒業見込みの人

事務職
（社会福祉士） 若干名

昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれ、社会福祉士の資格を持つ人か、平成 31
年度に実施される国家試験に合格し、当該資格を取得見込みの人

土木（大学） 8 人程度 平成元年 4 月 2 日以降に生まれ、学校教育法による 4 年制大学の専門課程
またはこれと同等と認められる学校の専門課程を卒業した人か、来年 3 月ま
でに卒業見込みの人化学（大学） 2 人程度

診療放射線
技師 1 人程度

昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれ、診療放射線技師の免許を持つ人か、平成
31 年度に実施される国家試験に合格し、当該免許を取得見込みの人

獣医師 3 人程度
昭和 35 年 4 月 2 日以降に生まれ、獣医師免許を持つ人か、平成 31 年度に
実施される国家試験に合格し、当該免許を取得見込みの人
※ 59 歳以下の人が対象になりました。

薬剤師 若干名
昭和 55 年４月 2 日以降に生まれ、薬剤師免許を持つ人か、平成 31 年度に
実施される国家試験に合格し、当該免許を取得見込みの人

募集職種と受験資格

問職員課　☎ 24-1111

123オープニングイベントでスケートボードや自転車 BMX、3on3（3 人制バスケットボール）を楽しむ皆さん4健康遊具エリアの一部
改元に伴う文書の取り扱いについて

天皇陛下の退位と新天皇
の即位に伴い、5 月 1 日
から新たに元号が「令

れいわ
和」

に改められます。本市で
は 4 月 1 日以降に発送す
る文書で、5 月 1 日以降
の日付を記載する場合は原則として新元号を使用
していますが、事務処理の関係で新元号の記載が
間に合わないために納税通知書の納期限など一部
の文書で「平成」と表記しているものもあります。
これらの「平成」と記載されている文書について
は、法律上効果が変わることはありませんので、
新元号に読み替えていただきますよう、ご理解と
ご協力をお願いします。

問総務課　☎ 24-1111

黒島天主堂の立入制限と映像の公開

国重要文化財である「黒島天主堂」は耐震化・修
復工事のため、本年 2 月から令和 3 年 3 月末（予
定）まで敷地内の立ち入りが制限されています。
工事期間中は天主堂の見学はできませんが、天
主堂横にある「黒島教会資料室」は引き続き見学
することができますので、ご利用ください。今
後、見学台の設置や特別公開などを予定してお
り、詳細が決まり次第、本紙や市ホームページ
などでお知らせします。また、本市では「黒島天
主堂」と世界遺産「黒島の集落」の映像作品を制作
し、4 月から市ホームページや市立
図書館、黒島教会資料室、黒島ウェ
ルカムハウスなどで公開しています
ので、どうぞご覧ください。

問文化財課　☎ 24-1111

平瀬

健康遊具エリア 交流エリア
今回整備したエリア

3on3 エリア
BBQ エリア

スケートパークエリア

←至佐世保駅 主要地方道佐世保日野線

↑
米海軍佐世保基地

駐車場

入口

入口

入口

至平戸→

佐世保公園
レクリエーション
交流広場

平成 24 年度から整備を進めていた佐世
保公園「レクリエーション交流広場」が
竣工し、3 月 24 日、本市は関係者とと
もにオープニングセレモニーを行いま
した。この広場では平成 27 年 7 月に
バーベキュー施設が先行して供用を開
始しており、今回は高齢者の皆さんに健
康増進に気軽に取り組んでいただくた
めの「健康遊具」や、若年層を中心に多
くの皆さんにプレーを楽しみながら交
流を深めていただくための「3on3 コー
ト」「スケートパーク」などの施設が完成
しました。子どもから高齢者まで幅広い
世代の皆さんを対象にしていますので、
皆さんの憩いの場や体力増進の場とし
て、どうぞご利用ください。

問公園緑地課　☎ 24-1111

1

２ 43

市職員採用試験の実施
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3
月
定
例
市
議
会
で
可
決
等
さ
れ
た

主
な
議
案

2
月
26
日（
火
）～
3
月
20
日（
水
）

に
開
か
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、

１
２
５
３
億
１
０
８
９
万
円
の
平
成

31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
な
ど

85
件
の
可
決
等
さ
れ
た
議
案
の
中
か

ら
主
な
議
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

佐
世
保
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
件

個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用
者
に
住
民
票

の
写
し
等
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
交
付
す
る
場
合
の
手
数
料
の

減
額
措
置
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
3

月
末
ま
で
と
し
て
い
た
も
の
を
令
和

3
年
3
月
末
ま
で
2
年
間
延
長
す
る

も
の

問
戸
籍
住
民
窓
口
課
、
市
民
税
課

　
☎
24
・
1
1
1
1

佐
世
保
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

中
央
公
園（
宮
地
町
）に
お
け
る
公

募
設
置
管
理
制
度（Park-PFI

）の

導
入
に
伴
い
、
公
募
対
象
公
園
施
設

の
建
ぺ
い
率
の
緩
和
、
都
市
公
園
法

第
5
条
第
1
項
の
許
可
を
受
け
た
者

に
対
す
る
使
用
料
の
設
定
等
を
行
う

も
の

問
公
園
緑
地
課　
☎
24
・
1
1
1
1

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を

市
内
の
経
営
者
や
創
業
を
目
指
す
人

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
月
か

ら「
西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
」

の
う
ち
6
市
町（
川
棚
町
、
波
佐
見

町
、
東
彼
杵
町
、
小
値
賀
町
、
佐
賀

県
伊
万
里
市
、
有
田
町
）の
人
も
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
連
携
都
市
圏
内

企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場
所　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
松
浦
町
）

※
申
し
込
み
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
24
・
６
０
５
１

「
お
仕
事
出
張
相
談
」の
ご
利
用
を

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る「
さ

せ
ぼ
お
仕
事
情
報
プ
ラ
ザ
」で
は
、

月
に
一
度「
お
仕
事
出
張
相
談
」を

ス
ピ
カ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程　
5
月
13
日（
月
）、
6
月
10
日

（
月
）10
時
～
16
時

対
象　
出
産
や
子
育
て
、
介
護
等
で

仕
事
か
ら
離
れ
て
い
る
女
性
な
ど

料
金　
無
料（
託
児
あ
り
、
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
電
話
で
同
プ
ラ
ザ
へ
。

問
さ
せ
ぼ
お
仕
事
情
報
プ
ラ
ザ

　
☎
76
・
７
７
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
た
め

の
臨
時
窓
口
と
商
業
施
設
で
の
ウ
ェ

ブ
申
請
サ
ポ
ー
ト

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
な
ど
の
た

め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
用
の
臨
時

窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
当
日
は
事
前

の
写
真
準
備
が
不
要
の
ウ
ェ
ブ
申
請

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程　
5
月
26
日（
日
）9
時
～
13
時

場
所　
市
役
所
1
階
・
戸
籍
住
民
窓

口
課

受
け
取
り
が
で
き
る
人

交
付
通
知
書
が
届
い
て
い
る
人
で
、

交
付
場
所
が「
市
役
所  

戸
籍
住
民

窓
口
課
」と
な
っ
て
い
る
人

※
交
付
場
所
が
右
記
以
外
の
人
は
、

当
日
に
本
人
確
認
と
暗
証
番
号
設

定
等
の
手
続
き
だ
け
を
行
い
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
後
日
、
本

人
限
定
受
取
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

交
付
通
知
書
、
通
知
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る

人
だ
け
）

商
業
施
設
ウ
ェ
ブ
申
請
サ
ポ
ー
ト

商
業
施
設
で
も
次
の
日
程
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ウ
ェ
ブ
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
程　
5
月
20
日（
月
）10
時
～
19
時

場
所　
大
野
モ
ー
ル
・
1
階
広
場

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
約
2
カ

月
後
に
本
人
限
定
受
取
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。

問
戸
籍
住
民
窓
口
課

　
☎
24
・
１
１
１
１

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
続
き
は
早
め
に

夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
の
前
は
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
・
交
付
の
窓
口
が
混
み

合
い
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
交
付
に
は
申
請
後
7

日（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）か

か
り
ま
す
が
、
提
出
書
類
に
不
備
な

ど
が
あ
る
場
合
は
さ
ら
に
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
程　
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

場
所　
市
役
所
1
階
・
戸
籍
住
民
窓

口
課

※
パ
ス
ポ
ー
ト
は
残
り
の
有
効
期
間

が
1
年
未
満
に
な
る
と
更
新
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
・
受
領
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き
は
県
北
振

興
局
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
戸
籍
住
民
窓
口
課

　
☎
24
・
１
１
１
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
住
宅
で
の
火

災
を
早
期
に
発
見
し
、
警
報
を
発
し

て
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設

置
後
は
定
期
的
な
作
動
点
検
や
清
掃

な
ど
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で

す
。
定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
電
池

切
れ
や
故
障
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は

本
体
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
点
検
方
法
）

点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
ま
た
は
点
検
ひ

も
を
引
っ
ぱ
る

問
消
防
局
予
防
課　
☎
23
・
２
５
３
９

災
害
に
備
え
て
情
報
収
集
を

近
年
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
被

害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
昨
年
7
月
に
は
本
市
で
も
重
大

な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
著
し
く
高

ま
っ
た
と
し
て
初
め
て「
大
雨
特
別

警
報
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
万
が

一
の
事
態
に
備
え
て
日
ご
ろ
か
ら
防

災
情
報
に
気
を
配
り
、
注
意
が
必
要

な
と
き
に
は
防
災
行
政
無
線
や
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
な
ど
で
最
新
の
情
報
を
収

集
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線

防
災
情
報
や
避
難
情
報
を
放
送
し
ま

す
。
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
は

次
の
方
法
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
の「
緊
急
情
報
」

や「
防
災
情
報
」か
ら
防
災
情
報
・

避
難
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。ま
た
、

「
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
」も
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

N
B
C
デ
ー
タ
放
送

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
デ
ー
タ
放
送

で
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を

確
認
で
き
ま
す
。

（
視
聴
方
法
）

❶
テ
レ
ビ
を「
N
B
C
長
崎
放
送
」

（
3
ch
）に
合
わ
せ「
ｄ
ボ
タ
ン
」を

押
す
❷
自
治
体
情
報
の
ア
イ
コ
ン
を

選
ぶ
❸
各
自
治
体
か
ら「
佐
世
保
市
」

を
選
ぶ
❹「
防
災
・
防
犯
」の
ア
イ

コ
ン
を
選
ぶ

災
害
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
簡
単

に
登
録
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
登
録
方
法
）

❶
次
の
画
像
を
読
み
取
り
、
件
名
や

本
文
を
入
力
せ
ず
そ
の
ま
ま
Ｅ
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
❷
返
信
メ
ー
ル
に
あ

る
登
録
用
の
U
R
L
か

ら
登
録
手
順
に
従
っ
て

登
録
す
る

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
用
に
メ
ー
ル
受

信
拒
否
設
定
を
し
て
い
る
場
合
は

Ｅ
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
電
話

（
☎
０
１
８
０・9
9
9・9
8
7
）で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
通
話
料
は
有
料
で
す
。

問
防
災
危
機
管
理
局

　
☎
23
・
9
２
５
８

5
月
31
日
は「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

毎
年
5
月
31
日
は
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）
が
定
め
た「
世
界
禁
煙

デ
ー
」で
す
。
喫
煙
し
な
い
こ
と
が

一
般
的
な
社
会
習
慣
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
国
は
世
界
禁
煙
デ
ー
に
始

ま
る
一
週
間
を「
禁
煙
週
間
」と
定

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
増
進
法
の

改
正
に
よ
っ
て
本
年
7
月
1
日（
月
）

か
ら
学
校
や
病
院
、
行
政
機
関
な
ど

の
敷
地
内
は
原
則
禁
煙
と
な
り
、
来

年
4
月
1
日
か
ら
は
そ
の
他
の
施
設

で
も
原
則
屋
内
禁
煙
に
な
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
禁

煙
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
の
煙
に
は
主
流
煙
と
副
流
煙

が
あ
り
、
５
３
０
０
種
類
の
化
学

物
質
と
70
種
類
以
上
も
の
発
が
ん
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
副
流
煙
に

は
多
く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
知
ら
な
い

う
ち
に
煙
を
吸
入
す
る
受
動
喫
煙

が
私
た
ち
の
健
康
を
脅
か
し
て
お

り
、
国
内
で
は
受
動
喫
煙
で
年
間
約

1
万
５
０
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

C
O
P
D（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

別
名「
タ
バ
コ
病
」と
い
わ
れ
、
主

に
長
期
の
喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
よ
っ

て
気
管
支
や
肺
な
ど
に
障
が
い
が
生

じ
る
病
気
で
す
。
90
％
の
人
は
た
ば

こ
が
原
因
と
い
わ
れ
て
お
り
、
息
切

れ
や
慢
性
の
咳
や
痰
と
い
っ
た
症
状

が
出
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
ま
ず
は

禁
煙
に
努
め
、
C
O
P
D
の
症
状

が
あ
れ
ば
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
づ
く
り
課  

☎
24
・
１
１
１
１

市
役
所
の
組
織
の
一
部
変
更

業
務
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
４
月

１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
が
一
部
変

わ
り
ま
し
た
。

再
編

◦
公
共
施
設
適
正
配
置
・
保
全
実
施

計
画
の
進
し
ん
ち
よ
く捗

管
理
、
資
産
の
利
活

用
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
財
産

管
理
課
」と「
施
設
再
編
整
備
推

進
室
」を
集
約
し「
資
産
経
営
課
」

に
改
名

◦
環
境
基
本
計
画
の
よ
り
計
画
的
、

効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、「
環

境
保
全
課
」の
環
境
教
育
、
温
暖

化
対
策
、
自
然
環
境
保
全
の
各
業

務
を「
環
境
政
策
課
」へ
移
管

新
設

◦
学
校
施
設
再
編
の
計
画
・
施
策
の

立
案
を
行
う
た
め
、
教
育
委
員
会

に「
新
し
い
学
校
推
進
室
」を
新
設

問
行
財
政
改
革
推
進
局

　
☎
24
・
１
１
１
１

防災行政
無線情報
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桜
の
蕾
も
ふ
く
ら
み
始
め
、　
心
地
よ
い
春
風
が
感

じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
明
日
か
ら
、
持
続
可
能
な
バ
ス
路
線
に
向

け
た
新
た
な
バ
ス
運
行
体
制
が
始
ま
り
、
本
日
、
交
通

局
の
長
年
に
わ
た
る
運
行
が
終
了
す
る
日
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
通
局
は
昭
和
2
年
に
佐
世
保
市
土
木
課
自
動
車
係

と
し
て
運
行
を
開
始
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
足
と
い
う

使
命
の
下
、
90
年
以
上
に
わ
た
り
バ
ス
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
変
革
す
る
時
代
に
も
対
応
す

る
持
続
可
能
な
バ
ス
事
業
の
実
現
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
基
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
交
通

局
を
廃
止
し
、西
肥
自
動
車
に
路
線
を
集
約
し
た
上
で
、

一
部
を
さ
せ
ぼ
バ
ス
に
運
行
委
託
し
、
新
た
な
バ
ス
運

行
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
日
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
い
た
佐
世
保
市

交
通
局
が
92
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
を
思
い
ま

す
と
、
本
当
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
交
通
局
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
労
い
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
乗
合
バ
ス
事
業
は
、
利
用
者
減
少
な
ど
の
影
響
か
ら

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
お
り
、
各
事
業
者
そ
れ
ぞ

れ
で
毎
年
バ
ス
本
数
の
減
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
　

　
こ
の
た
び
の
バ
ス
運
行
体
制
の
再
編
に
よ
り
、
西
肥

自
動
車
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
全
体
的
な
バ
ス
体
系
を

踏
ま
え
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
損
な
わ
な
い

工
夫
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
3
年
間
の
ダ
イ
ヤ
本

数
を
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
肥
自
動
車
と
さ
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
本
市

の
み
な
ら
ず
県
北
地
域
の
バ
ス
路
線
維
持
・
運
行
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
市

内
に
お
け
る
バ
ス
の
運
行
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
、
西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
の
バ
ス
路
線
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
バ
ス

事
業
者
と
自
治
体
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
公
共
交
通

の
要
で
あ
る
バ
ス
事
業
を
、将
来
に
わ
た
り
、共
に
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
・
平
成
と
二
つ
の
時
代
を
走
り
続
け
る
中
で
、

厳
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
市
営
バ

ス
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
移
動
手

段
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
務
め
て
く
れ
ま
し
た

交
通
局
の
功
績
を
誇
り
に
思
い
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
佐
世
保
市
の
バ
ス
事
業
の
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
す
。

平
成
31
年
3
月
23
日
　
佐
世
保
市
長
　
朝
長
則
男

3
月
23
日
、
新
た
な
バ
ス
運
行
体
制
ス
タ
ー
ト
に
向
け

「
佐
世
保
市
交
通
局
運
行
終
了
式
」が
佐
世
保
駅
前
バ

ス
待
合
所
横
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
長
市
長
が

述
べ
た
式
辞
を
抜
粋
・
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐世保市営バスとしての最終便「23時 27分佐世保駅前発矢峰行」と乗車や見送りのために集まった皆さん

最
終
日
、最
終
便

市
バ
ス



地
方
自
治
功
労

引
き
続
き
又
は
通
算
し
て
10
年

以
上
、
市
議
会
議
員
又
は
執
行

機
関
の
委
員
の
職
に
あ
る
も
の

市
岡
博
道（
潮
見
町
）

早
稲
田
矩
子（
天
神
3
丁
目
）

眞
木
朝
夫（
大
岳
台
町
）

久
田
和
之（
大
宮
町
）

教
育
文
化
功
労

教
育
、
学
術
及
び
体
育
等
そ
の

他
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
顕
著
な
も
の

末
竹
伸
二（
小
佐
々
町
西
川

内
）

永
田
洋
子（
若
葉
町
）

北
村
恒
則（
有
福
町
）

原
口
和
幸（
小
佐
々
町
矢
岳
）

鴨
川
一
郎（
野
中
町
）

松
瀬
美
貴（
松
瀬
町
）

木
場
浮
立
保
存
会（
黒
髪
町
）

長
坂
浮
立
保
存
会（
江
迎
町

上
川
内
）

花
の
わ
会（
花
高
3
丁
目
）

社
会
事
業
功
労

社
会
事
業
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
も
の

原
田
修
嗣（
潮
見
町
）

吉
田
勝
利（
須
田
尾
町
）

梯
泰
子（
保
立
町
）

小
方
徹
也（
大
野
町
）

佃
晃（
折
橋
町
）

大
久
保
明
美（
吉
井
町
前
岳
）

立
石
美
津
子（
吉
福
町
）

山
領
圭
子（
若
葉
町
）

副
島
登
喜
子（
江
永
町
）

佐
々
美
保（
も
み
じ
が
丘
町
）

長
戸
文
明（
田
原
町
）

千
住
晋（
白
南
風
町
）

牟
田
広
毅（
原
分
町
）

川
上
勝
利（
も
み
じ
が
丘
町
）

民
生
功
労

民
生
の
安
定
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
も
の

宮
﨑
葊
文（
宮
津
町
）

長
野
憲
道（
長
畑
町
）

豊
田
裕
子（
鹿
町
町
長
串
）

長
峯
フ
ジ
ヱ（
吉
井
町
吉
元
）

江
口
治
憲（
東
浜
町
）

小
川
則
弘（
高
花
町
）

井
手
口
慶
治（
吉
井
町
直
谷
）

家
中
愽
子（
原
分
町
）

宇
多
敏
憲（
城
間
町
）

鰐
川
裕
英（
小
佐
々
町
黒
石
）

美
濃
部
嘉
徳（
宮
崎
町
）

松
本
照
龍（
熊
野
町
）

古
賀
勝
敏（
鵜
渡
越
町
）

浦
邦
良（
松
瀬
町
）

山
野
八
郎（
松
原
町
）

葊
川
紘
二（
東
大
久
保
町
）

堺
葊
勝（
早
岐
2
丁
目
）

土
谷
照
義（
若
葉
町
）

内
川
隆
晴（
吉
井
町
立
石
）

糸
永
友
之（
烏
帽
子
町
）

　
田
玲
子（
早
岐
2
丁
目
）

土
居
博
明（
高
天
町
）

𠩤
田
弘（
稲
荷
町
）

諸
岡
達
三（
大
野
町
）

久
保
三
郎（
新
田
町
）

山
下
シ
ゲ
ヨ（
島
地
町
）

末
吉
民
子（
赤
崎
町
）

江
口
忠
勝（
名
切
町
）

林
裕
司（
本
島
町
）

山
根
由
之（
三
浦
町
）

田
栗
和
明（
広
田
1
丁
目
）

三
浦
勝
義（
稲
荷
町
）

永
野
彬
子（
勝
富
町
）

山
口
敦（
神
島
町
）

岩
戸
キ
ヨ
子（
矢
岳
町
）

折
原
耕
二（
潜
木
町
）

田
村
宗
和（
矢
峰
町
）

土
肥
力
男（
相
浦
町
）

葊
野
武
子（
針
尾
西
町
）

本
村
繁
実（
西
大
久
保
町
）

森
山
陽
子（
松
瀬
町
）

松
本
光
生（
十
郎
新
町
）

後
田
敏
明（
名
切
町
）

山
田
陽
子（
小
佐
々
町
小
坂
）

竹
下
和
喜（
有
福
町
）

中
山
宗
之（
万
徳
町
）

西
川
博
敏（
崎
岡
町
）

山
本
健
治（
相
浦
町
）

石
井
博
明（
光
月
町
）

永
田
美
春（
針
尾
東
町
）

葊
川
静
男（
八
幡
町
）

前
川
裕（
春
日
町
）

浦
川
隆
治（
早
苗
町
）

加
賀
江
諭（
相
浦
町
）

亀
川
敏
行（
広
田
3
丁
目
）

田
口
光
晴（
横
尾
町
）

富
川
喜
久
松（
皆
瀬
町
）

　
津
茂（
白
木
町
）

中
脇
正
則（
大
黒
町
）

石
橋
勝
也（
菰
田
町
）

牟
田
賢
二（
上
柚
木
町
）

木
𠩤
玉
樹（
広
田
1
丁
目
）

保
健
衛
生
功
労

保
健
衛
生
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
も
の

厨
直
美（
指
方
町
）

福
田
功
一（
も
み
じ
が
丘
町
）

志
方
出（
赤
崎
町
）

横
尾
秀
昭（
日
宇
町
）

外
尾
剛
彦（
黒
髪
町
）

東
三
郎（
瀬
戸
越
4
丁
目
）

品
川
光
春（
浜
田
町
）

山
田
雅
弘（
御
船
町
）

治
安
功
労

治
安
の
維
持
、
人
命
救
助
等
に

て
い
身
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

な
も
の

山
口
勲（
天
神
3
丁
目
）

山
口
和
正（
天
神
4
丁
目
）

金
子
孝
成（
天
神
4
丁
目
）

防
災
功
労

防
災
活
動
お
よ
び
復
旧
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
も
の

佐
世
保
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会（
平
瀬
町
）

佐
世
保
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会（
平
瀬
町
）

善
行
功
労

市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
者

松
本
世
生（
赤
崎
町
）

特
別
功
労

そ
の
他
表
彰
に
値
す
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の

近
藤
正
人（
今
福
町
）

※
敬
称
略
、
順
不
同
。

問
秘
書
課　
☎
24
・
１
１
１
１

文化部門
◦黒田美也（祇園小学校 6 年）
　第 20 回「みどりの小道」環境日記コンテ

スト・金賞
◦西竜生（佐世保特別支援学校高等部 3 年）
　第 37 回肢体不自由児・者の美術展・特賞
◦森青

あおぞら
空（吉井北小学校 1 年）

　第 43 回ゆうちょアイデア貯金箱コンクー
ル・最優秀賞

スポーツ部門
◦長崎 KSC
　第 18 回全日本中学生男女ソフトボール大

会・優勝
◦小山玲央（日本体育大学 2 年）
　第 10 回アジア男子ソフトボール選手権大

会・優勝
◦豊本翔貴（日本体育大学 3 年）
　第 10 回アジア男子ソフトボール選手権大

会・優勝
◦ 調

しらべ
和政（日本体育大学 2 年）

　第 10 回アジア男子ソフトボール選手権大
会・優勝

◦日髙慶明（佐世保西高校 3 年）
　第 12 回世界男子ジュニアソフトボール選

手権大会・準優勝
◦藤田倭

やまと
（太陽誘電）

　第 18 回アジア競技大会（ソフトボール）・優勝
◦内田匠

な る き
紀（相浦中学校 3 年）

　第 9 回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチ
バレー大会・優勝

◦入来晃徳（広田中学校 3 年）
　第 9 回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチ

バレー大会・優勝
◦黒髪クラブ
　第 49 回全国ママさんバレーボール大会・

優勝

◦永田萌絵（東京医療保健大学 3 年）
　第 18 回アジア競技大会（バスケットボー

ル女子）・3 位
◦川口夏実（勇志国際高校 1 年）
　全豪オープン・ジュニア女子ダブルス・

優勝
◦福満亮（日宇中学校 3 年）
　第 51 回全日本新人ボウリング選手権大会

少年男子の部個人・優勝
◦大河内芹香（西九州大学 2 年）
　第 73 回国民体育大会福井しあわせ元気国

体成年女子・優勝
　2018FISU 世界大学スポーツクライミン

グ選手権大会個人・2 位
◦原田朝美（長崎国際大学 4 年）
　第 73 回国民体育大会福井しあわせ元気国

体成年女子・優勝
　2018FISU 世界大学スポーツクライミン

グ選手権大会個人・7 位
◦長崎国際大学アーチェリー部男子
　第 57 回全日本学生アーチェリー男子王座

決定戦・優勝
◦迎真

ま ゆ
夢（佐世保工業高等専門学校 3 年）

　第 53 回全国高等専門学校体育大会陸上競
技女子 3000㍍・優勝

◦藤田開
か い と

土（帝京大学 3 年）
　2018FISU 第 11 回世界大学空手道選手

権大会男子団体形・優勝
◦佐世保尚武館
　第 41 回全日本少年少女武道（空手道）錬

成大会・優勝
◦野上昂生（鹿町工業高校 3 年）
　第 29 回全国高等学校ボクシング選抜大会

兼 JOC ジュニアオリンピックカップミド
ル級・優勝

佐世保市文化スポーツ特別賞表彰
3 月 25 日（月）、本市は「佐世保市文化スポーツ特別賞表彰式」を開催し、
主に平成 30 年度に文化・スポーツの分野で顕著な功績を残した 18 人と
4 団体を表彰しました。受賞された皆さん、おめでとうございます。

※敬称略、順不同。学年等は 3 月現在。問秘書課　☎ 24-1111

市
政
功
労
者
表
彰

市
制
施
行
1
1
7
周
年
記
念
式
典

4
月
1
日（
月
）、
本
市
は
市
制
施
行
1
1
7
周
年
記
念
式
典
・
市
政
功
労
者
表
彰
式
を

ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O
で
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
労
が
あ
っ
た
99
人
と

5
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（上）受賞者を代表し表彰状を受け取
る久田和之さん（下）「佐世保鎮守府開
庁・佐世保港開港 130 年」を記念し、
講演を行う河合敦さん
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　「三川内地区は他の地区に比べて
行事が多いことが自慢です」と
話すのは三川内地区自治協議
会で会長を務める横石政夫さ
ん。三川内地区では「町民大
運動会」や「ふるさと祭り」、各
町内での「神社大祭」など年間を通
してさまざまな行事が開かれています。「これまで
行事や伝統を継続してきましたが、これからは三川
内の発展のために新しいことを始めていきたいです
ね」と新たな取り組みにも意欲的です。
　三川内地区は 400 年以上の歴史を誇り、日本遺産
に認定されている三川内焼の産地として知られてい
ます。地区内には高速道路のインターチェンジや JR
三河内駅などがあり、交通の要衝となっている地区
でもあります。
　昨年度からは地区内の畑を活用して、新しく農業
を始めたい人などに畑の一区画を貸し出す「みかわ
ちファミリー農園」の取り組みを行っており、「11
月には収穫した野菜でバーベキューを行う収穫祭も
開催したんですよ」と横石さん。今後は地域の方の
婚活サポートも計画されており、「幅広い世代に合
わせて事業を行うことで、子どもからお年寄りまで
地域の皆さん全員が楽しく暮らせるようになれば一
番いいですね」と期待を込めました。
　「これからの三川内を担うのは、やはり若い人の力
だと思っています。若い人が『地区自治協議会に参
加したい』と思ってもらえるような魅力あるまちに
したいですね。そのためにも三川内焼の発展を踏ま
えた付加価値の高いラグジュアリー対応観光のまち
づくりを進めていきたいです」と力強く抱負を話し
てくれました。

2021  広報させぼ　2019.5

三川内に魅力あるまちづくりを
三川内地区自治協議会  会長  横石  政夫 さん

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

「広報させぼ」満足度アンケート
次の①～④のうち、当てはまる番号をお答えください。
①大変良い   ②良い   ③不満   ④大変不満

応募方法
「はがき」または「E メール」に、❶クイズの答え❷「広報させぼ」満足度アンケートの該当番号❸住所❹氏
名❺年齢❻電話番号❼広報紙へのご意見を書いて、5 月 22日（水）までに（消印有効）広報係へ。※応募は 1
人 1 通、全問正解者の中から抽選します。発表は発送（6 月中旬）をもって代えさせていただきます。

宛て先　
はがき　   〒 857-8585（住所不要）  佐世保市役所秘書課広報係宛て
E メール　hishok@city.sasebo.lg.jp（携帯電話からも可）

左記の画像を読み込むと
応募画面が表示されます。

名切町にある洋菓子店「ジェニュイン」の
焼き菓子セットです。パティシエが旬の
素材や地元の食材を使って丁寧に作り上
げた手作りの味をどうぞご賞味ください。

問ジェニュイン　☎ 25-8001

ジェニュインの焼き菓子セット 5
名様

シリーズ 地区自治協議会
会長さんに伺いました●11

ヘルシークッキングコンテスト
入賞作品 おすすめの 1 品

5 月号プレゼント

市民の方から寄せられた市政へのご意見や感想などを紹介します。

問題 1
現在、中央公園から旧花園中学校に至る一帯の土地利用につ
いて基本的な方針を定めた「〇〇地区まちづくり構想」に基づ
き、公共施設のリニューアルや跡地活用に取り組んでいます。

問題 2
毎年 5 月 31 日は世界保健機関（WHO）が定めた「世界
〇〇デー」です。

問題 3
最近ではオレオレ詐欺や強盗などをする前に、警戒心を緩
めたり、詐欺ができるかどうかを電話で確認したりする

「〇〇〇詐欺」など新たな手口が次々と確認されています。

4 月号の答え　①ものづくり　②救急　③はまぜん 　3 月号の応募状況  207 通（正解 200・不正解 7）

質問

回答

肉じゃが

作り方
❶ジャガイモ、牛肉は一口大の大きさ、ニンジンは

乱切り、タマネギはくし型に切る。しらたきは下
ゆでしておく

❷鍋に油を入れ、タマネギを炒める。牛肉を加え、
火が通ったらジャガイモ、ニンジン、しらたきを
入れる

❸❷にだし汁を入れ、沸騰したらあくを取る。A を
入れ、ふたをする。沸騰したら弱火で 15 ～ 20 分
煮る

考えていただいた人
野村 萌

もえ
花
か

さん
（佐世保西高校 1 年・当時）

料理のワンポイント
栄養のバランスと彩りを考えて
作りました

◉平成 30 年度ヘルシークッキングコンテスト
「おいしくてからだにうれしいバランス弁当」「特別賞」

1 人分の栄養価
熱量 103Kcal、たんぱく質 4.1g、脂質 3.3g
カルシウム 23mg、食塩相当量 0.7gみ

か
わ
ち
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
で
開
催

し
た
収
穫
祭
の
様
子

材料（2 人分）
ジャガイモ
牛肉
ニンジン
タマネギ
しらたき
だし汁

75g
30g
25g
30g
30g

120ml

しょうゆ

みりん
砂糖
油

小さじ 1 と
1/2

小さじ 2
小さじ 1/3
小さじ 1/2

A

（取材日：3 月 25 日）

　最近一人暮らしの高齢者を狙った振り込め詐
欺などの「特殊詐欺」が急増しています。私たち
が日ごろからできる予防策などはありますか。
　振り込め詐欺を含む特殊詐欺の被害件数は
年々増加しており、県内では 51 件、約 1 億
460 万円（平成 30 年）の被害が出ています。最
近ではオレオレ詐欺や強盗などをする前に、警
戒心を緩めたり、詐欺ができるかどうかを電話
で確認したりする「アポ電詐欺」など新たな手口
が次々と確認されています。
　特殊詐欺の被害に遭った人の約 9 割が「自分は
大丈夫」「考えたこともなかった」と答えており、

日ごろからの心掛けが必要です。万が一怪しい電
話があっても落ち着いて行動し、まずはお住まい
の地域を管轄する警察署に相談してください。
　また、犯人からの電話を遮断する対策として
は、電話での通話を自動録音する「自動通話録音
機」が有効です。このほか、在宅時でも「留守番
電話機能」を設定したり、「ナンバーディスプレ
イ機能」を活用したりして、相手を確認してから
電話に出ることも有効ですので、気になる電話
はよく考えてしっかりと確認しましょう。

問市民安全安心課　 ☎ 24-1111



市
民
大
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

6
月
1
日
㊏
～
30
日
㊐
に
町
内
会
な
ど

で
実
施
す
る
清
掃
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

問
廃
棄
物
減
量
推
進
課

　
☎
32
・
2
4
2
8

退
職
し
た
ら
国
民
年
金
へ
加
入
を

20
～
60
歳
ま
で
の
人
が
退
職
な
ど
で
厚

生
年
金
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
被
扶
養
配
偶
者
に
つ
い
て
も
、

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
な
か
っ

た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
届
け
出

ま
し
ょ
う
。
届
け
出
を
し
た
後
に
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
が
、
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

退
職（
失
業
）特
例
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
佐
世
保
年
金
事
務
所
☎
34
・
1
1
8
9

年
金
相
談
は
事
前
予
約
を

年
金
相
談
で
は
年
金
請
求
の
手
続
き
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
待

ち
時
間
解
消
や
事
前
準
備
の
た
め
、
相

談
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
医
療
保
険
課（
障
害
基
礎
年
金
な
ど
）

　
佐
世
保
年
金
事
務
所（
そ
の
他
の
年

金
）☎
34
・
1
1
8
9

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
特
例

見
直
し

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
が

こ
れ
ま
で
9
割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
人

は
今
年
度
は
8
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

※
年
額
な
ど
に
つ
い
て
は
7
月
下
旬
に

通
知
す
る
予
定
で
す
。

問
保
険
料
課

軽
自
動
車
税
の
納
付

軽
自
動
車
税
の
納
付
書
を
5
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

場
所　
金
融
機
関
、
市
役
所
、
各
支
所
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
バ
ー
コ
ー

ド
付
き
の
納
付
書
で
汚
損
が
な
く
、

金
額
を
訂
正
し
て
い
な
い
も
の
）等

〆
切　
5
月
31
日
㊎

※
軽
自
動
車
税
は
年
度
途
中
で
廃
車
し

て
も
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
納
税
通
知
書（
兼
納
税
証
明
書
）は

車
検
の
際
に
必
要
で
す
。
紛
失
な
ど

し
た
場
合
は
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

を
取
得
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
資
産
税
課（
課
税
）、納
税
課（
納
税
）、

市
民
税
課（
税
証
明
）

空
き
家
に
関
す
る
所
得
税
控
除

相
続
し
た
空
き
家
や
そ
の
空
き
家
を
解

体
し
て
土
地
を
売
っ
た
と
き
に
は
、
確

定
申
告
の
際
に
譲
渡
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
控
除
を
受
け

る
た
め
に
添
付
が
必
要
な「
被
相
続
人

居
住
用
家
屋
等
確
認
書
」の
交
付
は
、

都
市
政
策
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
や
税
控
除
、
対
象
な
ど
は

佐
世
保
税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
都
市
政
策
課

　
佐
世
保
税
務
署
☎
22
・
2
1
6
1

政
府
統
計
に
ご
協
力
を

統
計
法
に
基
づ
き
、
国
が
さ
ま
ざ
ま
な

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
顔
写
真
付

き
の
調
査
員
証（
身
分
証
）を
携
帯
し

た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
上
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
工
業
統
計
調
査
】

6
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
経
済
産

業
省
が
工
業
の
実
態
を
調
査
し
ま
す
。

日
程　
5
月
中
旬
～

対
象　
市
内
の
全
て
の
製
造
業
事
業
所

【
国
民
生
活
基
礎
調
査
】

6
月
6
日
を
基
準
日
と
し
て
、
保
健
福

祉
や
医
療
な
ど
国
民
生
活
の
基
礎
的
事

項
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

場
所　
名
切
町
、
上
町
、
祇
園
町
、
白

木
町
、
西
大
久
保
町
、
黒
髪
町
、
日

宇
町
、
大
和
町
、
白
岳
町
、
大
潟
町
、

下
船
越
町
、
権
常
寺
町
、
宮
津
町
、

吉
井
町
田
原
、
宇
久
町
神
浦
、
潮
見

町
、
江
迎
町
三
浦
の
一
部

問
政
策
経
営
課（
工
業
統
計
調
査
）

問
保
健
福
祉
政
策
課（
国
民
生
活
基
礎

調
査
）

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

人
権
擁
護
委
員
は
国
か
ら
委
嘱
を
受
け

て
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
相
談
や
啓
発

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ま

た
、
人
権
問
題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝

い
や
法
務
局
と
協
力
し
て
被
害
者
救
済

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程　
月
～
金
曜
8
時
30
分
～
17
時
15

分（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　
長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局

【
人
権
擁
護
委
員
の
日
特
設
相
談
所
】

日
程　
6
月
1
日
㊏
10
～
15
時

場
所　
三
川
内
・
日
宇
・
南
・
清
水
・

鹿
町
地
区
公
民
館
、
宇
久
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
ス
ピ
カ

内
容　
家
庭
内
、
職
場
、
近
隣
の
問
題

な
ど（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局

　
☎
24
・
4
8
5
0

交
通
公
園
の
休
園
日

日
程　
5
月
10
日
㊎
、
13
日
㊊
、
14
日

㊋
、
15
日
㊌
、
20
日
㊊
、
21
日
㊋
、

27
日
㊊

問
交
通
公
園
☎
23
・
2
8
6
9

第
38
回
佐
世
保
釜
墓
地
戦
歿
者
追
悼
式

ご
遺
族
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程　
5
月
12
日
㊐
10
時
30
分

場
所　
釜
緑
地（
江
上
町
）

問
佐
世
保
祐
生
園
内
・
同
追
悼
式
実
行

委
員
会
事
務
局
☎
58
・
2
1
3
9

出
張
女
性
相
談
室（
無
料
）

Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
や
恋
人
等
か
ら
の
暴

力
）や
家
庭
問
題
等
の
女
性
の
悩
み
な

ど
に
女
性
相
談
員
が
応
じ
ま
す（
秘
密

厳
守
）。

日
程　
5
月
11
日
㊏
、
25
日
㊏
、
6
月

8
日
㊏　
※
い
ず
れ
も
9
～
16
時
。

場
所　
ス
ピ
カ

※
市
役
所
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
24・6
1
8
0（
予
約・相
談
専
用
）

　
☎
23
・
3
8
2
8（
当
日
連
絡
用
）

無
料
出
張
相
談

行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
日
常
生

活
の
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い（
秘
密
厳

守
）。

日
程　
①
5
月
22
日
㊌
②
5
月
23
日
㊍

※
10
～
15
時
。

場
所　
①
相
浦
地
区
公
民
館
②
早
岐
地

区
公
民
館

問
市
民
相
談
室

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

須
佐
町
自
治
会
の「
公
民
館
建
設
」に

対
し
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
協
働
推
進
課

計
量
器
定
期
検
査
の
日
程

①
5
月
15
日
㊌
佐
世
保
競
輪
場

②
5
月
17
日
㊎
東
浜
1
組
自
治
会
館

③
5
月
21
日
㊋
さ
せ
ぼ
市
民
活
動
交
流

プ
ラ
ザ（
戸
尾
町
）

④
5
月
22
日
㊌
大
宮
町
消
防
団
詰
所

⑤
5
月
24
日
㊎
、
28
日
㊋
青
少
年
教
育

セ
ン
タ
ー

※
①
11
～
13
時
②
13
時
30
分
～
15
時
30

分
③
10
時
30
分
～
15
時
④
10
～
15
時

⑤
9
時
～
16
時
30
分
。

※
家
庭
用
計
量
器
は
検
査
料
が
無
料
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

U
J
I
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業
費
の

補
助
金

都
市
圏
で
開
催
さ
れ
る
U
J
I
タ
ー

ン
合
同
企
業
面
談
会
に
参
加
す
る
際
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

内
容　
旅
費
や
出
展
費
用
な
ど
を
補
助

（
上
限
額
30
万
円
）

対
象　
市
内
の
中
小
企
業

申
込　
面
談
会
開
催
日
の
2
週
間
前
ま

で
に
商
工
物
産
課
へ

〆
切　
来
年
3
月
17
日
㊋

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
商
工
物
産
課

三
川
内
山
地
区
重
点
景
観
計
画
の
策
定

景
観
特
性
が
象
徴
的
な
地
域
と
し
て
三

川
内
山
地
区
を
重
点
景
観
計
画
区
域
に

追
加
し
ま
し
た
。
10
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
建
築
物
や
4
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
工
作
物
の
新
築
・
改
築
な
ど
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
市
と
の
協
議
と
届
け

出
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
整
備
課

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
係
る
全
国
一
斉

パ
ト
ロ
ー
ル

建
築
物
の
解
体
現
場
や
建
築
現
場
な
ど

で
建
設
資
材
廃
棄
物
の
分
別
解
体
・
再

資
源
化
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

問
建
築
指
導
課

道
路
上
に
看
板
等
を
設
置
す
る
場
合
は

道
路
占
用
許
可
申
請
手
続
を

市
道
上
に
突
出
し
て
看
板
な
ど
を
設
置

す
る
場
合
は
、
道
路
占
用
許
可
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
土
木
政
策
・
管
理
課

佐
世
保
市
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
サ
イ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
サ
イ
ト
と
は
市
民
の

皆
さ
ん
や
教
育
機
関
、
企
業
の
皆
さ
ん

が
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
サ
イ
ト
で
す
。
新
し
い
サ
イ

ト
で
は
施
設
等
の
位
置
情
報
を
地
図
上

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
情
報
政
策
課

1617  広報させぼ　2017.4 2223

市
役
所
・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
課
へ
は

☎
24・1
1
1
1（
代
表
）か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。↖

↖

民生委員・児童委員の改選

本年 11 月 30 日に現在の民生委員・児
童委員の任期が満了するため、12 月１日
に民生委員・児童委員が全国一斉に改選
されます。事前に町内代表者などによる
地区推薦準備会で候補者を推薦していた
だきますので、皆さんのご協力をお願い
します。

【選任基準】人格識見が高く、地区の実情
に通じ、社会福祉の推進に熱意のある人

【任　　期】12 月 1 日から 3 年間
【民生委員の役割】
　地域住民の相談に応じたり、関係機関

などと協力しながら必要な援助を行っ
たりする地域福祉の担い手です。厚生
労働大臣から委嘱を受ける非常勤特別
職の地方公務員で、児童委員も兼ねて
います

問保健福祉政策課

佐
世
保
市
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
サ
イ
ト



浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
ご
利
用
を

浄
化
槽
設
置
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
み
な
し
浄
化
槽
を
撤
去
し
、
新
た
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
補
助

金
9
万
円
を
上
限
と
し
て
撤
去
費
用

を
上
乗
せ
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
内
容
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎
26
・
1
7
8
7

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
見
掛
け
た
ら
駆

除
し
て
く
だ
さ
い

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
5
～
7
月
に
コ

ス
モ
ス
に
似
た
黄
色
い
花
を
付
け
る
植

物
で
す
。
元
々
は
外
来
生
物
で
、
周
辺

の
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
見
掛
け
た
ら
駆
除
を
お
願

い
し
ま
す
。
駆
除
す
る
と
き
は
根
か
ら

引
き
抜
き
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋

に
入
れ
密
閉
し
て
枯
死
さ
せ
、
燃
や
せ

る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
九
州
地
方
環
境
事
務
所

　
☎
0
9
6・3
2
2・2
4
1
3

し
尿
収
集
運
搬
料
金
基
準
額
の
改
定

【
宇
久
地
域
以
外
の
市
内
】

1
9
0
円
⇨
2
1
0
円（
消
費
税
込
）

【
宇
久
地
域
】

1
7
0
円
⇨
1
9
0
円（
消
費
税
込
）

※
ど
ち
ら
も
18
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
料

金
で
す
。

日
程　
10
月
1
日
㊋
か
ら

問
環
境
政
策
課
☎
31
・
6
5
2
0

水
源
地
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

大
切
な
水
道
資
源
を
守
る
た
め
、
ご
み

の
不
法
投
棄
や
釣
り
人
な
ど
を
見
掛
け

た
と
き
は
水
道
施
設
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
水
道
施
設
課
☎
24
・
1
1
5
1

水
道
工
事
は
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
申
し
込
み
を

新
設
、
改
造
、
修
理
、
撤
去
な
ど
の
水

道
工
事
を
行
う
と
き
は
、
水
道
局
が
指

定
し
た
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
指
定
業
者

以
外
で
の
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
水
道
維
持
課
☎
24
・
1
1
5
1

危
険
物
安
全
週
間

日
程　
6
月
2
日
㊐
～
8
日
㊏

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
は
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◦
灯
油
を
使
う
と
き
は
液
体
が
無
色
透

明
か
ど
う
か
確
認
す
る

◦
灯
油
な
ど
を
運
ぶ
と
き
は「
試
験
確

認
証
」「
認
定
品
」「
推
奨
品
」な
ど
の

表
示
付
き
の
容
器
を
使
い
、
ふ
た
を

確
実
に
閉
め
る

◦
灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
容
器
に
ガ

ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
な
い

◦
一
定
量
以
上
の
灯
油
な
ど
を
取
り
扱

う
と
き
は
届
け
出
や
許
可
が
必
要

◦
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は

燃
料
の
吹
き
出
し
に
注
意
す
る

問
消
防
局
予
防
課
☎
23
・
2
5
3
9

公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

「
公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
」で
は
、

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
施
設
の
予
約
や
空
き
状
況
が
確

認
で
き
ま
す
。
休
日
や
夜
間
な
ど
、
施

設
の
開
館
時
間
に
関
わ
ら
ず
利
用
で
き

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
の
運
動
施
設
、
公
民
館
な

ど
89
施
設

料
金　
無
料（
通
信
料
は
自
己
負
担
）

問
情
報
政
策
課

世
界
遺
産
登
録
銘
板
と
説
明
板
を
設
置

し
ま
し
た

本
市
で
は
昨
年
7
月
に「
黒
島
の
集

落
」が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
黒
島
島
内
に
世
界
遺
産
登
録

銘
板
と
説
明
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
黒

島
の
集
落
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
黒

島
へ
来
訪
す
る
と
き
は
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
各
地
に
残
る
日

本
遺
産「
鎮
守
府
」の
構
成
文
化
財
に

つ
い
て
も
説
明
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課

市
立
看
護
専
門
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

日
程　
6
月
22
日
㊏
9
時
30
分
～
12
時

30
分

場
所　
市
立
看
護
専
門
学
校（
平
瀬
町
）

内
容　
模
擬
授
業
、
看
護
体
験
な
ど

対
象　
看
護
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど

申
込　
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

（
24
・
7
3
2
9
）で
同
校
へ

問
市
立
看
護
専
門
学
校

　
☎
24
・
7
3
2
9

佐
々
川
の
ア
ユ
採
捕
期
間

佐
々
川
で
の
ア
ユ
の
採
捕
期
間
は
6
月

1
日
㊏
～
12
月
31
日
㊋
と
な
っ
て
い
ま

す
。
佐
々
川
で
釣
り
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
を

採
捕
す
る
と
き
は
承
認
証
が
必
要
で

す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
水
産
課

業
務
委
託

【
佐
世
保
市
P
R
バ
ッ
ジ
販
売
】㈳
長

崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
佐
世
保

支
部
、
さ
せ
ぼ
パ
ー
ル
・
シ
ー
㈱
、

さ
せ
ぼ
っ
く
す
協
同
組
合
、
防
衛
弘

済
会
佐
世
保
事
業
所

【
水
産
市
場
駐
車
場
使
用
料
の
収
納
】　

　
（
一
社
）佐
世
保
魚
市
場
協
会

【
と
畜
場
使
用
料
・
冷
蔵
庫
使
用
料
の

収
納
】佐
世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー
㈱

2425

第
1
期
公
営
住
宅
空
家
補
充
入
居
者

用
紙
配
布
⇨
5
月
17
日
㊎（
県
営
は
5

月
10
日
㊎
）か
ら
市
営
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー
、
県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保

事
務
所
、
住
宅
課
、
市
役
所
1
階
ロ

ビ
ー
、各
支
所
、宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
⇨
5
月
24
日
㊎
～
27
日
㊊
に

県
北
振
興
局
天
満
庁
舎
6
階
・
会
議

室
へ

※
宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー
、
吉
井
・
小

佐
々
・
江
迎
・
鹿
町
地
域
は
日
時
限

定
で
全
て
の
市
営
住
宅
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
市
営
、県
営
住
宅
の
併
願
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
市
営
分
）☎
25
・
9
6
2
5

問
県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

　
（
公
社
分
）☎
22
・
9
6
1
2

環
境
政
策
審
議
会
の
市
民
委
員
募
集

本
市
の
環
境
行
政
に
つ
い
て
審
議
す
る

環
境
政
策
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

【
任
期
】令
和
元
年
6
月
20
日
か
ら
令

和
3
年
6
月
19
日
ま
で

【
対
象
】20
歳
以
上
で
平
日
2
時
間
程

度
の
会
議（
年
6
回
）に
参
加
で
き

る
市
内
在
住
の
人

【
募
集
人
数
】2
人（
選
考
あ
り
）

【
報
酬
】会
議
1
回
に
つ
き
8
8
0
0
円

申
込　

5
月
7
日
㊋
～
22
日
㊌
に
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、「
こ
れ
か

ら
の
環
境
行
政
に
つ
い
て
私
が
思

う
こ
と
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

（
8
0
0
字
程
度
）を
添
え
て
、
郵
送

（
〒
8
5
7
の
0
8
5
1
、
稲
荷
町

1
の
8
）か
E
メ
ー
ル（kansei@

city.sasebo.lg.jp

）、
フ
ァ
ク
ス

（
34
・
4
4
7
7
）、持
参
で
環
境
政

策
課
へ

問
環
境
政
策
課
☎
31
・
6
5
2
0

自
衛
官

自
衛
官
候
補
生
＝
通
年
募
集

一
般
曹
候
補
生
＝
5
月
15
日
㊌
ま
で

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世
保

出
張
所
☎
23
・
1
2
3
1

ホ
タ
ル
の
目
撃
情
報

ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
作
成
の
た
め
、
目
撃

情
報（
ホ
タ
ル
の
数
、
場
所
、
時
間
な

ど
）を
電
話
、
E
メ
ー
ル（kansei@

city.sasebo.lg.jp

）ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
環
境
政
策
課
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
☎
31
・
6
5
2
0

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
程　
5
月
26
日
㊐
9
～
12
時

場
所　
東
消
防
署（
広
田
1
丁
目
）

内
容　
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異
物

除
去
法
、
A
E
D
の
取
り
扱
い
な
ど

対
象　
中
学
生
以
上

料
金　
無
料　
定
員　
先
着
30
人

申
込　
5
月
16
日
㊍
～
25
日
㊏
8
時
30

分
～
17
時
15
分
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

（
38
・
1
1
1
9
）で
東
消
防
署
へ

問
東
消
防
署
☎
38
・
2
5
1
9

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
塾

日
程　
6
月
～
来
年
2
月
の
火
曜
17
時

30
分
～
19
時
な
ど

場
所　
体
育
文
化
館（
光
月
町
）な
ど

対
象　
小
学
2
～
4
年
生

料
金　
月
会
費
2
千
円

※
別
途
千
円（
保
険
・
手
数
料
）が

必
要
で
す
。

定
員　
24
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込　
往
復
は
が
き
に
左
記
の
必
要
事

項
を
記
入
し
、
5
月
10
日
㊎
～
24
日

㊎
に
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
事
務
所

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
塾
へ

【
往
信
の
裏
】参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
携

帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
学
校

名
と
学
年
、
こ
の
教
室
を
ど
こ
で

知
っ
た
か
を
明
記

【
返
信
の
表
】参
加
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
明
記

問
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
事
務
所

　
☎
47
・
3
1
2
5

【昼開催】
・平塚記念GⅢ場外
・宇都宮記念GⅢ場外
・富山 F Ⅰ場外
・伊東温泉 F Ⅰ場外
・全プロ（松山）場外
・大宮 F Ⅰ場外
・豊橋 F Ⅰ場外
・取手記念GⅢ場外
・武雄 F Ⅰ場外
・京都日向町 F Ⅰ場外

【ナイター開催】
・四日市 F Ⅱ場外
・小倉 F Ⅰ場外
・函館 F Ⅰ場外
・本場開催 F Ⅱガールズ
・久留米 F Ⅰ場外
・川崎 F Ⅰ場外
・別府 F Ⅱ場外
・函館 F Ⅰ場外
・川崎 F Ⅰ場外
・四日市GⅢ場外

5 月 11 ～ 14 日
16 ～ 19 日
20 ～ 22 日
22 ～ 24 日
25 ～ 26 日
27 ～ 28 日
29 ～ 31 日

6 月 1 ～ 4 日
4 ～ 6 日
7 ～ 9 日

5 月 10 ～ 12 日
13 ～ 15 日
16 ～ 18 日
19 ～ 21 日
22 ～ 24 日
25 ～ 27 日
28 ～ 30 日

31 ～ 6 月 2 日
3 ～ 5 日
6 ～ 9 日

させぼ競輪　☎ 31-4797 

公
共
施
設
予
約

サ
ー
ビ
ス



5
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や

子
育
て
家
庭
の
見
守
り
、
生
活
上
の
心

配
事
等
の
相
談
に
応
じ
る
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
悩
み
事
な
ど
が
あ
れ

ば
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
政
策
課

令
和
２
年
度
小
学
校
入
学
児
の
就
学
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

日
程　
随
時

場
所　
学
校
教
育
課

内
容　
幼
稚
園
・
保
育
所
の
訪
問
や
電

話
な
ど
で
の
相
談
、
就
学
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど

対
象　
令
和
２
年
度
に
小
学
校
就
学
予

定
の
子
ど
も
の
保
護
者

※
障
が
い
や
発
達
な
ど
が
気
に
な
る
子

ど
も
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

児
童
手
当
の
申
請
は
済
み
ま
し
た
か

出
生
、
転
入
、
転
出
、
児
童
を
養
育
し

な
く
な
っ
た
な
ど
の
場
合
は
15
日
以
内

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
公
務
員
は
勤

務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
中
学
3
年
生
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人（
所
得
制
限
あ
り
）

問
子
ど
も
支
援
課

出
前
保
育（
無
料
）

み
ん
な
よ
っ
と
い
で
～
！

①
5
月
21
日
㊋
10
時
30
分
～
12
時

②
5
月
27
日
㊊
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
①
広
田
児
童
セ
ン
タ
ー
②
新
田

保
育
園

内
容　
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者
、
妊
婦　

※
当
日
は
飲
み
物
・
タ
オ
ル
を
持
参
。

問
菫
ヶ
丘
幼
児
園
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
34
・
4
1
8
8

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

日
程　
5
月
21
日
㊋
、
6
月
4
日
㊋

※
9
時
30
分
～
12
時
。

場
所　
柚
木
地
区
公
民
館

内
容　
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者
、
妊
婦

問
日
野
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
28
・
3
2
6
4

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
佐
世

保
会
員
養
成
講
座

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
子

ど
も
を
預
か
る「
提
供
会
員
」に
な
る

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　
5
月
28
日
㊋
～
30
日
㊍

※
10
～
16
時
。

場
所　

山
澄
地
区
公
民
館
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
別
館（
花
園
町
）

内
容　

子
ど
も
の
事
故
と
緊
急
時
対

応
、
子
ど
も
の
発
達
と
遊
び
な
ど

対
象　
全
日
程
受
講
で
き
る
人

料
金　
無
料（
託
児
あ
り
、
要
予
約
）

申
込　

5
月
24
日
㊎
ま
で
に
電
話
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
佐

世
保
へ

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
佐

世
保
☎
42
・
1
8
4
8

離
乳
食
講
座
と
実
習

日
程　
①
5
月
21
日
㊋
②
5
月
28
日
㊋

③
6
月
4
日
㊋　
※
10
～
12
時
。

場
所　
①
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
②
③
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
①
②
5
～
6
、
7
～
8
カ
月
児

向
け
③
9
～
11
、
12
～
18
カ
月
児
向

け
対
象　
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
保
護
者

料
金　
無
料（
託
児
あ
り
、
要
予
約
）

定
員　
①
先
着
12
人
②
③
各
日
先
着
20

人
申
込　
5
月
10
日
㊎
か
ら
電
話
で
幼
児

教
育
セ
ン
タ
ー
へ

※
初
参
加
者
を
優
先
。
当
日
は
エ
プ
ロ　
　

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
を
持
参
。

問
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
31
・
0
5
5
0

わ
い
わ
い
広
場
の
開
催
時
間
変
更

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
わ
い
わ
い
広
場（
祝
日
を
除
く
土

曜
開
催
分
）の
開
催
時
間
を
4
月
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
し
て
い
ま
す
。

【
変
更
前
】8
時
30
分
～
16
時

【
変
更
後
】8
時
30
分
～
13
時
30
分

対
象　
在
宅
の
未
就
学
児
と
保
護
者

料
金　

子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
額

1
5
0
円（
保
険
料
）

※
予
約
不
要
。

問
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
部
）☎
39
・
4
0
0
2

（
中
部
）☎
32
・
1
9
0
3

（
北
部
）☎
47
・
3
3
2
9

高
齢
者
地
域
支
援
体
制
強
化
の
た
め
の

情
報
提
供

本
市
で
は
地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
訪
問
し

た
り
す
る
活
動
を
民
生
委
員
に
依
頼
し

て
い
ま
す
。
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
の

早
期
発
見
、
緊
急
時
の
早
期
対
応
が
で

き
る
よ
う
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
情
報

（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
）

を
6
月
ご
ろ
に
民
生
委
員
に
提
供
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
長
寿
社
会
課

介
護
者
の「
こ
こ
ろ
」の
相
談
会（
無
料
）

日
程　
5
月
24
日
㊎
13
時
30
分
～
15
時

30
分

場
所　
長
寿
社
会
課

内
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談

対
象　
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
人

申
込　
で
き
る
だ
け
1
週
間
前
ま
で
に

要
予
約

問
長
寿
社
会
課

介
護
予
防
と
認
知
症
を
考
え
る
講
演
会

日
程　
5
月
27
日
㊊
18
時
30
分
～
20
時

30
分

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
光

月
町
）

内
容　
横
浜
舞
岡
病
院
医
師
・
千
葉
悠

平
氏
と
㈱
T
R
A
P
E
代
表
取
締

役（
作
業
療
法
士
）・
鎌
田
大
啓
氏
に

よ
る
講
話

料
金　
無
料

定
員　
先
着
6
0
0
人

申
込　
5
月
10
日
㊎
か
ら
電
話
で
長
寿

社
会
課
へ　

問
長
寿
社
会
課

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
歯
科
健
康
教

育
・
相
談

日
程　
6
月
7
日
㊎
10
～
14
時

場
所　
や
す
ら
ぎ
荘（
花
園
町
）

内
容　

お
口
の
嚥え
ん
げ下

体
操
や
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
個
別
歯
科
相
談
な
ど

料
金　
無
料（
入
館
料
が
別
途
必
要
）

問
健
康
づ
く
り
課

介
護
食
づ
く
り
教
室

日
程　
❶
9
月
3
日
㊋
、
10
日
㊋
❷
9

月
4
日
㊌
、11
日
㊌
❸
9
月
20
日
㊎
、

27
日
㊎
❹
9
月
24
日
㊋
、
10
月
1
日

㊋
❺
10
月
3
日
㊍
、
10
日
㊍

※
10
時
～
12
時
30
分
。
1
回
だ
け
の
参

加
も
で
き
ま
す
。

場
所　

❶
三
川
内
地
区
公
民
館
❷
小

佐
々
地
区
公
民
館
❸
相
浦
地
区
公
民

館
❹
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
❺
ス

ピ
カ

料
金　
各
回
3
0
0
円　

定
員　
各
回
15
人

申
込　
5
月
10
日
㊎
か
ら
開
催
日
の
一

週
間
前
ま
で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ

問
健
康
づ
く
り
課

身
体
障
が
い
者
の
自
動
車
運
転
免
許
取

得
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

対
象　
左
記
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
4
級
所
持
者

・
市
内
在
住
か
、
本
市
の
援
護
で
障
が

い
者
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人

・
免
許
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
人

（
肢
体
・
聴
覚
障
が
い
の
場
合
は
運

転
適
正
相
談
を
必
ず
受
け
る
こ
と
）

手
続　
5
月
7
日
㊋
～
31
日
㊎
の
平
日

に
身
体
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ

て
障
が
い
福
祉
課
へ

※
各
支
所
、
宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
障
が
い
福
祉
課

ふ
れ
あ
い
教
室「
パ
ス
テ
ル
画
教
室
」

日
程　
6
月
か
ら
偶
数
月
の
第
4
火
曜

13
時
30
分
～
15
時（
年
5
回
予
定
）

場
所　
福
祉
活
動
プ
ラ
ザ（
栄
町
）

対
象　
市
内
在
住
で
内
部
・
肢
体
に
障

が
い
が
あ
る
人
な
ど

料
金　
2
0
0
円
程
度

申
込　
電
話
か
直
接
佐
世
保
市
身
体
障

害
者
団
体
連
合
会
へ

問
同
団
体
連
合
会
☎
24
・
6
9
9
2

断
酒
会

日
程　
①
5
月
14
日
㊋
②
5
月
19
日
㊐

③
5
月
28
日
㊋
④
6
月
1
日
㊏

※
①
～
③
は
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、

④
は
19
～
21
時
。

場
所　
①
③
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
②

④
市
民
活
動
交
流
プ
ラ
ザ（
戸
尾
町
）

問
障
が
い
福
祉
課

発
達
障
が
い
者
デ
イ
ケ
ア

日
程　
毎
月
第
3
金
曜
10
～
12
時

場
所　
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
発
達
障
が
い
の
診
断
が
あ
る
18

歳
以
上
の
人

問
障
が
い
福
祉
課

デ
ン
タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程　
6
月
2
日
㊐
11
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館（
常
盤
町
）

内
容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相

談
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

【
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
】

日
程　
6
月
1
日
㊏
～
7
日
㊎

※
10
～
18
時（
7
日
㊎
は
16
時
ま
で
）、　

4
日
㊋
は
休
館
日
。

場
所　
島
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー

問
健
康
づ
く
り
課

い
き
い
き
元
気
食
事
づ
く
り
教
室

❶
6
月
4
日
㊋
、
11
日
㊋
、
18
日
㊋

❷
6
月
5
日
㊌
、
12
日
㊌
、
19
日
㊌

❸
6
月
7
日
㊎
、
14
日
㊎
、
21
日
㊎

※
全
て
10
時
～
12
時
30
分
。
１
回
だ
け

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

場
所　

❶
三
川
内
地
区
公
民
館
❷
小

佐
々
地
区
公
民
館
❸
早
岐
地
区
公
民

館
内
容　
手
軽
に
で
き
る
簡
単
メ
ニ
ュ
ー

の
調
理
実
習
と
講
話

料
金　
各
回
3
0
0
円

定
員　
各
回
20
人

申
込　
5
月
10
日
㊎
か
ら
開
催
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
健
康
づ
く
り
課
へ

問
健
康
づ
く
り
課

お
口
の
中
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
無
料
）

申
し
込
み
後
に
送
付
す
る
受
診
券
で
、

歯
科
の
健
康
指
導
を
2
回
受
診
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

場
所　
長
崎
歯
科
医
師
会
加
盟
の
歯
科

医
院
、
小
値
賀
歯
科
診
療
所

対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

（
県
外
居
住
者
、
医
療
機
関
等
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
を
除
く
）

申
込　
電
話
か
直
接
医
療
保
険
課
へ

問
医
療
保
険
課

2627

市
役
所
・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
課
へ
は

☎
24・1
1
1
1（
代
表
）か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。



❶がん検診

場所　市内の登録医療機関

❷肺がん検診（胸部レントゲン、65 歳以上は結核検診も兼ねる）

対象、料金　❶と同じ（50 歳以上で喀
かくたん

痰細胞検査を受ける
人は 900 円）

❸総合健診（胃・肺・大腸・子宮・乳・前立腺がん検診・特定
健診・肝炎ウイルス検診）

日程　① 6 月 23 日㊐ 8:30 ～ 14:00 ② 6 月 27 日㊍ 9:00
～ 14:00

場所　①中央保健福祉センター② JA ながさき西海針尾支店
対象、料金　❶と同じ（ただし、乳がんは 40 歳以上、胃が

んは 74 歳以下の人が対象）　
定員　①先着 200 人②先着 180 人
申込　①②とも 5 月 23 日㊍から電話で健康づくり課へ
※①は歯科健診も受診できます。

❹女性がん検診（子宮・乳・肺・大腸）
日程　7月9日㊋8:30～11:00　場所　中央保健福祉センター
対象、料金　❶と同じ
定員　先着 75 人（託児あり、要予約）
申込　6 月 6 日㊍から電話で健康づくり課へ
※今回だけ 30 歳代を対象としたエコー検査を実施します。

❺大腸がん検診
検体採取キット（自宅へ郵送）で 2 日分の便を採取し、6 月
11 日㊋の 9:00 ～ 11:00 に健康づくり課へ提出
対象、料金　❶と同じ
申込　提出日の 7 日前までに電話で健康づくり課へ

※❶～❺とも同一検診の受診は年度内（4 月 1 日～翌年 3 月
31 日）に 1 回だけ。職場等で同様の検診を受診できる人は
対象外となる場合があります。

※❶～❺とも本市国保加入者、生活保護受給者、市民税非課
税世帯の人は無料（保険証か証明書が必要です）。

❻エイズ・性感染症相談・検査（匿名、無料）
【相談】☎ 0120-104-783（平日 8:30 ～ 17:15）

E メール　shc783@city.sasebo.lg.jp
【エイズ・クラミジア・梅毒検査】
日程　火曜 13:15 ～ 16:15、木曜 9:00 ～ 11:00（祝日を除く）
場所　中央保健福祉センター
※エイズ検査の結果は採血後約 30 分後渡し（要予約）。
※クラミジア・梅毒検査の結果は翌週渡し（要予約）。

❼乳幼児健診（約 1 カ月前に該当者に通知します）
4 カ月児健診　対象　3 ～ 4 カ月ごろ
1 歳 6 カ月児健診　対象 1 歳 6 カ月ごろ
3 歳児健診　対象　3 歳 6 カ月ごろ

問健康づくり課（❶～❻）問子ども保健課（❼）

特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付

特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早

期
発
見
を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。
5

月
中
に
市
国
保
に
加
入
す
る
40
～
74
歳

の
皆
さ
ん
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
年
度
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
程　
来
年
3
月
31
日
㊋
ま
で（
詳
細

は
受
診
券
に
同
封
の
書
類
参
考
）

場
所　
登
録
医
療
機
関
、
地
域
の
公
民

館（
集
団
健
診
）な
ど

※
市
国
保
に
加
入
す
る
30
～
39
歳
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
人

は
、
医
療
保
険
課
へ
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
医
療
保
険
課

健
康
教
室

日
程　
5
月
15
日
㊌
14
～
15
時

場
所　
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
テ
ー
マ
＝「
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い『
緩
和
ケ
ア
』の
こ
と
」

料
金　
無
料　
※
申
込
不
要
。

問
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
24
・
１
５
１
５

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
時
間
外
選
定
療

養
費

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
は
脳
卒
中
や
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど

命
に
関
わ
る
重
篤
な
救
急
患
者
を
扱
う

3
次
救
急
医
療
機
関
で
す
。
本
来
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
緊
急
性
を
要
し

な
い
軽
症
者
の
時
間
外
受
診
は
、
急
病

診
療
所
か
近
隣
の
救
急
告
示
病
院
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

で
軽
症
者
が
時
間
外
受
診
を
す
る
場

合
、
診
療
費
の
ほ
か
に「
時
間
外
選
定

療
養
費
」を
徴
収
し
ま
す
。

【
時
間
帯
】平
日
17
時
15
分
～
翌
日
8

時
、
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

料
金　
自
己
負
担
5
4
0
0
円（
税
込
）

※
別
途
診
療
費
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
24
・
１
５
１
５

地
域
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成

野
良
猫
の
環
境
被
害
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

を
行
い
、
地
域
猫
と
し
て
管
理
さ
れ
る

活
動
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

日
程　
5
月
15
日
㊌
開
始

内
容　

手
術
費
用
か
ら
自
己
負
担
額

2
千
円
を
引
い
た
額
を
補
助（
上
限

は
１
頭
当
た
り
雌
1
万
8
千
円
、
雄

8
千
円
）

対
象　
市
内
の
地
域
に
住
み
つ
く
野
良

猫
で
、
地
域
の
人
た
ち
で
管
理
さ
れ

る
猫

※
野
良
猫
が
多
く
、
生
活
環
境
へ
の
被

害
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
地
域
を

優
先
し
、
決
定
し
ま
す
。
決
定
前
に

手
術
し
た
場
合
は
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

問
生
活
衛
生
課

2829

相談 など

検診・検査など

救急医療体制

休日・夜間の救急医療体制
【市立急病診療所】 ☎ 25-3352

月～土曜 20 時～ 23 時（内科・小児科）
日曜・祝日 10 時～ 18 時（内科・小児科・外科）
※受付は診療終了時間の 15 分前まで。上記時間

外は当番病院を確認（☎23-8199）して受診を。
※電話やインターネットから予約して

待ち人数が分かる「診療予約システ
ム」をご利用ください。

【当番病院】（輪番制）問医療政策課
内科・外科 = 総合医療センター、中央病院、共

済病院、労災病院、杏林病院、三川内病院
外科 = 福田外科病院、俵町浜野病院
内科 = 久保内科病院、京町内科病院、千住病院

長崎県小児救急電話相談
お子さんの急な病気やけがなどのとき、経験豊富な
看護師がアドバイスします（診断ではありません）。

月～土曜 18 時～翌朝 8 時（日曜、祝日は 24
時間）☎ #8000　ダイヤル回線 ☎ 095-822-
3308

区分 20～ 
29歳

30 ～ 
39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 69 歳 70 歳

以上

胃 ─ 3,000 円 1,000 円

無料

肺 ─ ─ X 線 400 円

大腸 ─ ─ 600 円

子宮 頸部（けいぶ）1,000 円

乳 ─ 1,500 円 1,100 円

前立腺 ─ ─ ─ 400 円

日程 時間 場所

5 月   9 日㊍
9：15 ～ 10：05 権常寺皆瀬公民館

10：20 ～ 11：10 若竹台北公園

5 月 10 日㊎
9：15 ～ 10：05 花高 1 丁目 1 組公民館

10：20 ～ 11：10 上原町温仙堂駐車場

5 月 15 日㊌ 9：00 ～ 11：00 東部住民センター

5 月 20 日㊊ 9：00 ～ 11：00 大野地区公民館

5 月 24 日㊎ 9：00 ～ 11：00 ソレイユ吉井

5 月 27 日㊊ 9：00 ～ 11：00 鹿町体育館

5 月 29 日㊌
14：00 ～ 14：45 神崎地区公民館

15：00 ～ 15：45 小佐々支所

5 月 31 日㊎
9：15 ～ 10：05 小佐々ふれあいセンター

10：20 ～ 11：10 西川内生活館

6 月   5 日㊌
9：15 ～ 10：05 中原町公民館

10：20 ～ 11：10 広田地区公民館

6 月   6 日㊍ 9：00 ～ 11：00 小佐々スポーツセンター

6 月   7 日㊎ 9：00 ～ 14：00 江迎地区文化会館

毎週 月 ～ 木曜 予約優先、時間等
はお尋ねください

中央保健福祉センター
※祝日、年末年始を除く。

子どもの発達
・療育相談（要予約） ※遊びの広場あり。
　問子ども発達センター  ☎ 23-3945
・歯科保健相談（要予約）問健康づくり課
障がい福祉　問障がい福祉課
❶依存症相談（随時、障がい福祉課）
❷ GA 佐世保（ギャンブル依存当事者会）

5 月 15 日㊌、22 日㊌、29 日㊌、6
月 5 日㊌ 19:00

❸ギャマノン結（依存症の家族、友人の会）
5 月 15 日㊌、22 日㊌、29 日㊌、6
月 5 日㊌ 19:00

❹ひきこもり家族会（あのねの木）
5 月 15 日㊌ 10:00

❺高次脳機能障害当事者会・家族の集い
5 月 11 日 ㊏、25 日 ㊏ 、6 月 8 日 ㊏
10:00

❻精神障がい者家族の会（ゆみはり会）
5 月 18 日㊏ 13:00

❼精神患者当事者会（ふたばの陽）

5 月 18 日㊏ 13:30
❽アジサイ会（脊髄小脳変性症・多系統

萎縮症患者会）
　5 月 17 日㊎ 13:30
※❷❸❺市民活動交流プラザ（戸尾町）❹

❼❽福祉活動プラザ（栄町）❻ボラン
ティアセンター別館（花園町）

医療に関する相談　問保健福祉政策課
平日 8:30 ～ 17:15
問医療安全支援センター  ☎ 25-9723
5 月の健康テレホン
☎ 0120-555-203（携帯電話不可）
月 eGFR が異常と言われたら
火鼠

そけい
径ヘルニア

水起立性調節障害
木今月から始めるスギ花粉症治療～特に

受験、妊娠を考えている方へ～
金心身症について
土日性成熟期の女性の帯

おりもの
下と病気について

問長崎県保険医協会  ☎ 095-825-3829
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　明治 22（1889）年 7 月 1 日、日本の最も西を守
る佐世保鎮守府が開庁しました。ことしはそれか
らちょうど 130 年という節目の年に当たります。
この佐世保鎮守府と九十九島には深い関係があり
ます。
　夕景が有名な船越展望所から九十九島を眺めた
とき、潜水艦のような姿が印象的なオジカ瀬が見
えます。この島に行ったことのある人はあまりい
ないと思いますが、島の岩礁にコンクリート製の
円柱が立っています。何とも不思議な構造物です
が、実は佐世保鎮守府を守るために造られた旧陸
軍佐世保要塞の施設で「規

きせいひようちゆう
正標柱」と呼ばれるもの

です。防衛大学校図書館に所蔵されている史料に
よると、明治 34 年に最初に造られ、44 年の改築
を経て現在の姿になっていることが分かりました。
この規正標柱とは、敵艦との距離を測る測

そくえんき
遠機を

砲台に設置する際に正しく据えられているか確認
するための施設です。同じ施設はオジカ瀬のさら
に外側の浮瀬にもあり、俵ヶ浦の丸

まるでやまほうるい
出山堡塁と日

野町の牽
けんぎゆうざきほうるい

牛崎堡塁の測遠機の据え付けに用いられ
ました。両堡塁に装備された 28 センチ榴

りゆうだんほう
弾砲は

九十九島全体を射程に収めており、敵艦がどこを
通っても射撃できるようになっていました。つま
り、九十九島全体が一つの巨大兵器として機能す
るように各施設が配置されていたのです。そのた
め要塞地帯法という法律で九十九島や沿岸の開発、
写真撮影はおろか漁業活動まで厳しく制限され、
手付かずのまま残されることになりました。私た
ちが楽しんでいる九十九島の美しい姿は佐世保鎮守
府と佐世保要塞によって守られたと言えるのです。

問観光課　☎ 24-1111

　本市では大型クルーズ船出港時に、乗客・乗員の皆
さんに「また佐世保に来てほしい」との思いでジャズ演
奏やダンスパフォーマンス、和太鼓演奏など佐世保な
らではのお見送りイベントを実施しています。ペンラ
イトなどの貸し出しも行っていますので、どうぞご参
加ください。

問クルーズ船寄港関係  みなと振興・管理課  ☎ 22-6127
問お見送りイベントなど  観光課  ☎ 24-1111

◦総人口 246,903 人（前月比 -1,639 人）
　男性 116,816 人（-919 人）女性 130,087 人（-720 人）
◦世帯数 105,034 世帯（前月比 -190 世帯）
◦ 3 月中の動き
　転入 2,108 人、転出 3,607 人　出生 136 人、死亡 276 人

人の動き（4月 1 日 現在）

YouTube
版

九十九島と歴史遺産
佐世保港クルーズ船寄港情報（5 月分）

佐世保市文化財課　川内野　篤 さん

10シリーズ 世界で最も美しい湾、九十九島

船名
（トン数）

入港
日時

出港
日時

船客定員
（人）

1 コスタ・ネオロマンチカ
（56,769）

2 日㊍
8:00

2 日㊍
17:00 1,800

2 チャイニーズ・タイシャン 
（24,427）

4 日㊏
9:00

4 日㊏
20:00 927

3 チャイニーズ・タイシャン 
（24,427）

9 日㊍
9:00

9 日㊍
20:00 927

4 MSC スプレンディダ
（137,936）

12 日㊐
8:00

12 日㊐
18:00 3,929

5 チャイニーズ・タイシャン 
（24,427）

13 日㊊
9:00

13 日㊊
20:00 927

6 ぱしふぃっくびいなす
（26,594）

14 日㊋
8:00

14 日㊋
18:00 620

7 コスタ・ネオロマンチカ
（56,769）

15 日㊌
10:00

15 日㊌
18:00 1,800

8 コスタ・セレーナ
（114,261）

16 日㊍
8:00

16 日㊍
18:00 3,780

9 チャイニーズ・タイシャン
（24,427）

17 日㊎
9:00

17 日㊎
20:00 927

10 MSC スプレンディダ
（137,936）

21 日㊋
8:00

21 日㊋
18:00 3,929

11 コスタ・セレーナ
（114,261）

27 日㊊
8:00

27 日㊊
16:00 3,780

12 MSC スプレンディダ
（137,936）

30 日㊍
8:00

30 日㊍
18:00 3,929

バス車内で見た光景聞いて「徳」する話 4887

　バスや電車の中で、ほとんどの人が無言でスマート
フォンを操作する光景を見るようになって久しくなり
ますが、通勤途上でもバスに乗車する高校生の 99％は
スマホでゲームやラインなどに興じています。彼らに
は、車内の広告や車窓から見える日々の景色の変化に
気付くことなど無意味なことのように思われます。車
内でもゲームなどに興じる生徒が果たして授業に集中
できるのでしょうか。
　そんな中で先日、バスの乗車口付近の一人用シート
に座っている女子高生がいました。静かに下を向き、
時折顔を上げては車窓から景色を眺めていました。ゲー
ムをしているのかと思い、目をやると、なんと「星の王

子様」の本を読んでいました。しかも、次のバス停でご
老人が乗車されると、読書をやめ、自然体で席を譲っ
ていました。毎朝嫌な感じの車内でしたが、久し振り
にホッとする光景に出会い、心が温かくなりました。

（匿名）

　令和元年 5 月 1 日の天皇陛下
の御即位を市民の皆さまとともに
お慶び申し上げますと同時に、ご
退位された上皇陛下が、これまで
日本国の象徴として労を惜しまれ
ず、常に国民を見守り寄り添って

いただいたことに市民を代表して感謝の誠を捧げます。
  さて、新元号「令和」には「人々が美しく心を寄せ合う
中で文化が生まれ育つ」という意味が込められており、
希望に満ちあふれた新しい時代を国民の皆さまととも
に切り開いていきたいということが安倍首相の談話で
伝えられました。この希望にあふれた未来を願う思い
は国民誰しもが共有できるものであろうと思います。
　この新しい時代を迎えるに当たり、佐世保市では全
国の多くの都市と同様に人口減少が進む中、「市民や移
住希望者が住みたいまち」「観光客が訪れたいまち」を
つくりあげていくことが最も重要な課題になっています。

人口の大都市集中という大きな流れがある中、この流
れを食い止めるのはハードルもかなり高いことと思い
ますが、だからこそ官民が一体となって努力していく
ことが大切であり、その継続が故郷佐世保の希望にあ
ふれた新しい時代を切り開いていくことにつながるの
ではないかと思います。
　折しも 4 月には平成最後の統一地方選挙があり、新
しい市議会議員が選出されました。また、私も第 31 代
市長として 4 期目の負託を市民の皆さまからいただき
ました。この新元号「令和」への移行に当たり、市民の
皆さま、企業・団体、市議会議員、県・国会議員をは
じめとする関係者の皆さまにご協力をいただきながら、
佐世保市を「成長可能性のあるまち」から「進化し続ける
まち」に発展させたいと、決意を新たにいたしましたの
で、皆さまにはこれまで以上のご指導とご支援を賜り
ますようよろしくお願いします。

佐世保市長　朝長　則男

「平成」から「令和」へ ～新しい時代にさらなる発展を～

※ 20:00 までに出港予定の場合は出港の約 30 分前からお見
送りイベントを実施します。車で来場する場合は出港の約
30 分前から接岸場所付近に駐車できますので、交通整理
員の案内に従ってご来場ください。

※上記予定は天候等により変更する場合があります。
最新の情報は右記画像を読み取ってご覧ください。

「聞いて徳する話」募集中
身の回りで見つけた“聞いて「徳」する話”を募集
中です。応募用紙は事務局で配布しており、市 HP
からダウンロードすることもできます。
事務局　佐世保徳育推進会議（佐世保市教育会内）
　　　　☎ 23-2856

（4 月 10 日現在）


	p01p32
	p02p09
	p10p11
	p12p15
	p16p17
	p18p19
	p20p21
	p22p25
	p26p29
	p30p31

